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今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
山
形
県
東
根
市
で
酪
農
を

営
む
佐
直
正
一
さ
ん
（
36
歳
）
で
す
。
所
属
し
て
い
る

山
形
県
酪
農
業
協
同
組
合
（
山
口
長
一
代
表
理
事
組
合

長
、
以
下
「
山
酪
」）
は
、
生
乳
出
荷
戸
数
67
戸
（
令
和

８
年
７
月
時
点
）、
年
間
生
乳
生
産
量
は
３
１
，
５
４
８

ｔ
（
令
和
７
年
度
実
績
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

佐
直
さ
ん
の
住
む
東
根
市
は
、
山
形
県
の
中
央
東
部
に

位
置
し
、
人
口
約
４
７
，
０
０
０
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

な
ん
と
い
っ
て
も
サ
ク
ラ
ン
ボ
や
リ
ン
ゴ
、
ラ
・
フ
ラ
ン

ス
を
は
じ
め
果
樹
の
栽
培
が
盛
ん
で
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
生

産
量
は
全
国
の
市
町
村
で
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
内

に
空
港
や
工
業
地
帯
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
交
通
ア
ク

セ
ス
が
良
く
、
最
近
で
は
宅
地
開
発
も
盛
ん
で
、
若
年
層

を
中
心
に
人
口
が
増
加
し
て
い
る
珍
し
い
地
域
で
す
。

佐
直
さ
ん
の
牧
場
は
、
果
樹
農
家
だ
っ
た
曾
祖
父
が

果
樹
と
兼
業
で
開
業
。
開
業
時
か
ら
あ
る
旧
牛
舎
と
新

牛
舎
（
築
約
50
年
）
で
牛
を
繋
い
で
営
農
中
。
正
一
さ

今
回
は
、山
形
県
東
根
市 

佐
直
牧
場
の
後
継
者 

佐
直
正
一
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ん
は
４
代
目
と
な
り
ま
す
。

正
一
さ
ん
が
生
ま
れ
た
頃
は
近
隣
で
７
件
の
酪
農
家

が
お
り
、
地
元
の
任
意
組
合
『
山
形
北
部
酪
農
組
合
』

を
形
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
５
年
前
か
ら
は
東
根
市
の

酪
農
家
は
佐
直
牧
場
１
件
の
み
に
な
り
ま
し
た
。
約
２

年
前
に
『
山
形
北
部
酪
農
組
合
』
を
解
散
し
、
山
酪
へ

組
合
移
動
。
現
在
に
至
り
ま
す
。

繋
留
牛
舎
で
46
頭
繋
ぎ
牛
舎
。
圃
場
面
積
6
ha
の
畑

を
利
用
し
コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー
ジ
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ご

両
親
と
正
一
さ
ん
の
３
名
で
牧
場
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

酪
農
家
の
息
子
と
し
て
幼
少
期
を
過
ご
し
ま
し
た
が
、

酪
農
へ
の
興
味
は
薄
か
っ
た
で
す
。
山
形
県
内
の
普
通

高
校
に
進
学
し
ま
し
た
が
、
高
校
卒
業
後
の
進
路
に
悩

ん
で
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
際
に
ち
ょ
っ
と

ず
つ
牛
舎
作
業
の
手
伝
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
が
、
牛
と
向
き
合
う
父
親
の
背
中
を
見
て
感
銘
を
受

け
、
大
学
で
酪
農
を
学
ぶ
こ
と
と
実
家
の
牧
場
で
就
農

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
北
海
道
の
酪
農
学
園
大
学

で
４
年
間
学
び
、
卒
業
後
の
4
月
か
ら
そ
の
ま
ま
実
家

で
就
農
し
今
年
で
14
年
目
で
す
。
ゼ
ミ
で
は
農
業
工
学

専
攻
で
、
牛
舎
内
の
換
気
な
ど
を
専
門
に
学
び
ま
し
た
。

北
海
道
で
は
広
大
な
放
牧
地
で
機
能
的
な
集
約
放
牧

を
体
験
し
て
、
実
家
で
繋
留
し
て
い
る
牛
と
の
違
い
を

感
じ
た
の
が
一
番
印
象
的
で
し
た
。

国
際
情
勢
の
先
行
き
が
見
え
ず
、
資
材
コ
ス
ト
の
価

格
高
騰
な
ど
が
経
営
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
ま
す
。

自
家
の
牛
乳
の
乳
成
分
で
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
発
生
し
な

い
よ
う
安
定
さ
せ
た
り
、
飼
料
設
計
な
ど
を
見
直
し
て

飼
料
コ
ス
ト
を
抑
え
た
り
は
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

ま
だ
ま
だ
値
段
が
収
ま
る
気
配
が
な
い
の
は
率
直
に
恐

怖
を
感
じ
て
い
ま
す
。
飼
料
費
を
抑
え
る
た
め
に
自
給

飼
料
生
産
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
春
の
肥
料
・

種
子
・
ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム
の
値
上
が
り
の
イ
ン
パ
ク
ト

が
大
き
く
、
何
を
す
る
に
も
高
く
つ
い
て
い
る
な
と
感

じ
て
い
ま
す
。

山
形
の
気
候
は
、
温
暖
化
の
影
響
か
冬
の
降
雪
量
は
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
夏
に
雨
が
降
ら
ず

に
非
常
に
暑
い
日
が
長
く
続
く
と
い
う
年
が
続
い
て
い
ま

す
。
今
年
は
春
か
ら
定
期
的
に
雨
が
降
り
ま
し
た
が
、
や

は
り
暑
い
夏
が
来
る
予
報
と
い
う
こ
と
で
、
自
給
飼
料
の

収
穫
量
と
品
質
が
心
配
で
す
。
ま
た
、
10
年
前
に
は
牛
舎

内
の
細
霧
装
置
す
ら
無
か
っ
た
山
形
で
も
、
こ
こ
最
近
は

暑
熱
対
策
に
頭
を
悩
ま
せ
て
お
り
ま
す
。

現
在
所
属
す
る
山
酪
さ
ん
で
は
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事

業
や
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
が
あ
る
の
は
い
い
な
と
思

い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
は
父
の
意
向
も
あ
り
、
佐
直
牧

場
で
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
を
利
用
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
、
営
農
を
し
て
思
う
こ
と
、
課
題
・
問
題

と
し
て
考
え
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

は
じ
め
に

牧
場
と
地
域
の
概
要

酪
農
後
継
者
と
し
て
牧
場
に
入
っ
た
経
緯
は
？

▲ 佐直正一さん 牛と牛舎での写真
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た
だ
、
こ
の
事
業
が
あ
る
か
ら
定
期
的
に
休
み
を
取
っ

て
、
日
々
の
作
業
を
頑
張
る
こ
と
が
で
き
る
酪
農
家
も

多
い
と
思
い
ま
す
し
、
働
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
達
に
は
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
陰
な

が
ら
応
援
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
収
穫
機
械
に
何
か

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
際
に
は
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
を

使
う
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
の
で
、
困
っ
た
際
に
は
頼
り

に
な
る
存
在
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

牧
場
と
し
て
の
目
標
は
、
自
給
飼
料
の
収
量
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
で
す
。
気
候
な
ど
の
影
響
で
増
減
す
る
も

の
で
す
が
、
よ
り
多
く
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
収
穫
す
る

必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
自
家
で
発
生
す
る
堆

肥
を
多
く
使
い
、
肥
料
の
使
用
量
を
抑
え
る
こ
と
で
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
を
し
な
が
ら
、
収
量
増
加
に
向
け
て
の
取

Vol.82

▲ 自慢のトラクター

▲ 共進会での佐直さん

［経営概況］
所　　属　山形県酪農業協同組合（山口長一代表理事組合長）
家族構成　ご両親、正一さん
飼養頭数　繋留牛舎で46頭繋ぎ牛舎

都市化の進む街で都市化の進む街で
酪農業を続ける唯一の酪農家酪農業を続ける唯一の酪農家

り
組
み
を
実
施
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
た
牛
群
で
は
、
乳
量
・
繁
殖
も
ど
ち
ら
も
伸
び
し

ろ
が
あ
り
、
成
績
向
上
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

個
人
と
し
て
は
、
今
後
一
人
で
も
作
業
が
で
き
る
よ

う
に
、作
業
負
担
を
減
ら
す
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
年
、「
調
子
が
悪
い
ト
ラ
ク
タ
ー
を
新
し

く
し
た
い
な
」
と
ひ
っ
そ
り
描
い
て
い
た
夢
が
実
現
し
、

畑
作
業
の
効
率
が
上
が
り
ま
し
た
。
た
だ
今
後
の
事
を

考
え
る
と
、
省
力
化
の
た
め
の
更
な
る
機
械
導
入
は
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
両
親
と
も
に
70
歳
を
迎
え
、
数
年

前
に
父
が
長
期
入
院
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
で

も
定
期
的
な
通
院
が

あ
り
、
そ
の
日
は
母
と

２
人
で
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
も
し
両
親

と
も
に
今
の
働
き
方

が
出
来
な
く
な
る
と
、

１
人
で
同
じ
こ
と
を

や
っ
て
い
く
の
は
不
可

能
か
な
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
不
耕

起
栽
培
の
で
き
る
機

械
を
導
入
し
て
畑
作

業
の
時
間
の
短
縮
と

省
力
化
、
あ
と
は
搾

乳
作
業
の
方
で
も
省

力
化
の
た
め
の
機
械

導
入
を
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
展
望
・
目
標
は
？

　全国的に酪農家戸数が減少している中でも酪農をし
たいと志を持つことは非常に立派だと思います。若手後
継者の皆様一人ひとりを応援していきたいと思います。
　日本の酪農の未来が良くなっていくよう、ともに頑
張っていきましょう！

全国の若手後継者の皆さんへの 一言！
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本
総
会
に
は
来
賓
と
し
て
、
農
林
水
産
省
・

長
井
俊
彦 

畜
産
局
長
、
農
林
中
央
金
庫
・
爲

井
清
文 

常
務
執
行
役
員
を
は
じ
め
と
し
て
、

公
益
社
団
法
人
中
央
畜
産
会
、
一
般
社
団
法

人
中
央
酪
農
会
議
等
、
関
係
団
体
か
ら
も
ご

臨
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
は
、
本
川
和
幸
氏
（
大
分
県
酪
農
業

協
同
組
合 

代
表
理
事
組
合
長
）
を
議
長
に
選

※�科目ごとの金額について、百万円単位未満を四捨五入した数値を表記しているため、下限数値が
合致しない場合がある。
※�（ ）の取扱金額は、「生乳」の全国再委託販売手数料等の金額、及び当該金額を取扱金額とした合
計値。
　収支計画の売上高及び損益計算書の事業収益は、この金額で表記する。

出
し
て
議
事
に
入
り
、
い
ず
れ
の
議
案
も
賛

成
多
数
で
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
５
号
議
案
「
役
員
の
選
任
の
件
」

に
お
い
て
、
役
員
補
選
を
行
い
、
新
た
に
役

員
を
選
任
し
ま
し
た
。

（
新
役
員
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お
り
）

※�

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
回
９
月
号
に

掲
載
い
た
し
ま
す
。

　本会は、７月30日㈭13時より、TKPガーデンシティ PREMIUM京橋（東京都中央区京橋）
において、第77年度通常総会を開催し、令和７年度の事業実績、剰余金処分案、令和８年度の
事業計画案などの承認を得るとともに、役員の補選を諮りました。

科目 令和７年度実績 ① 令和８年度計画 ② ②/①対比

酪農事業 38,857 36,364 94%
〈取扱金額〉 (8,909) (7,686) 86%
購買事業 〈取扱金額〉 90,893 90,822 100%

総取扱金額
129,749 127,186 98%
(99,802) (98,508) 99%

事業総利益 12,541 11,682 93%
販売費用 8,307 8,469 102%
事業管理費 3,144 3,028 96%
事業利益 1,090 184 17%
事業外収益 1,772 1,380 78%
事業外費用 1,146 867 76%
経常利益 1,716 697 41%
特別利益 14 0 0%
特別損失 746 100 13%
税引前当期利益 984 597 61%

令和７年度事業実績及び令和８年度事業計画
 （単位：百万円）

通常総会開催される第７7年度
(令和8年度）

概
要
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●副会長理事　
　髙橋 秀行　　
　千葉県酪農農業協同組合連合会
　非常勤／昇任

●理事　　　　
　徳丸 洋一
　大山乳業農業協同組合　　　
　非常勤／新任

●副会長理事
　鈴木 康弘
　愛知県酪農農業協同組合
　非常勤／昇任

　本通常総会において役員の補選が行われ、下記のとおり新役員が選任されました。
また、通常総会終了後に開催された第573回理事会において、鈴木康弘理事及び髙橋
秀行理事が副会長理事に選任されました。

●理事　
　堀籠 銀寿　　
　みやぎの酪農農業協同組合　
　非常勤／新任

新役員体制決定
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Ｄ
Ｍ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
が
運
用
さ
れ
始
め
て
か

ら
今
年
で
19
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
図
１

は
、
生
産
者
の
皆
様
に
当
事
業
を
ご
利
用

頂
い
た
戸
数
の
推
移
で
す
。
会
計
ソ
フ
ト

「
Ｚジ

ー

・

ラ

ボ

-

Ｒ
Ａ
Ｂ
Ｏ
」
を
ご
利
用
頂
い
て
お
り

ま
す
Ａ
〜
Ｄ
、
員
外
プ
ラ
ン
の
件
数
は
令
和

８
年
３
月
末
現
在
で
１
６
５
件
と
な
り
ま
し

た
。
会
計
事
務
所
に
決
算
申
告
を
依
頼
す

る
ケ
ー
ス
も
増
え
、
Ａ
プ
ラ
ン
か
ら
Ｃ
・
Ｄ

プ
ラ
ン
へ
移
行
し
た
結
果
、
Ａ
プ
ラ
ン
の
件

数
は
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
酪
農
経
営
管
理

に
有
益
な
ツ
ー
ル
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
け

る
よ
う
、
今
後
も
Ｄ
Ｍ
Ｓ
を
通
じ
た
支
援
の

継
続
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

表
１
は
、
令
和
２
年
〜
令
和
７
年
ま
で
の

牛
群
動
態
、
収
入
、
支
出
及
び
所
得
の
推
移

に
つ
い
て
、
Ｚ-

Ｒ
Ａ
Ｂ
Ｏ
を
ご
利
用
し
て
い

る
農
場
の
平
均
値
を
経
産
牛
１
頭
あ
た
り
と

し
て
示
し
た
表
で
す
。
令
和
７
年
の
集
計
農

場
は
、
前
年
度
と
同
一
の
個
人
事
業
者
お
よ

び
家
族
経
営
的
法
人
経
営
を
含
む
経
営
体
95

戸
と
し
て
い
ま
す
。

経
産
牛
１
頭
あ
た
り
の
平
均
出
荷
乳
量
は

９
，３
１
４
㎏
と
前
年
よ
り
２
８
３
㎏
増
加
し

て
お
り
、
更
新
率
お
よ
び
死
廃
率
（
価
格
が

付
か
ず
に
除
籍
さ
れ
た
牛
が
平
均
飼
養
頭
数

に
占
め
る
割
合
）
は
い
ず
れ
も
前
年
と
比
べ

て
低
い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

乳
飼
比
は
、
生
乳
売
上
高
の
増
加
と
飼
料

費
の
減
少
に
よ
り
令
和
３
年
度
と
同
程
度
の

水
準
と
な
り
ま
し
た
。
輸
入
飼
料
価
格
は
令

和
５
年
か
ら
横
ば
い
推
移
と
な
り
、
そ
の
影

響
を
受
け
て
１
頭
あ
た
り
の
飼
料
費
も
概
ね

横
ば
い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
の
経
産
牛
１
頭
あ
た
り
総
収
入

を
大
き
く
押
し
上
げ
た
要
因
は
、副
産
物
収

入
で
あ
る
肉
用
子
牛
売
上
高
（
後
継
牛
の
売

却
金
額
も
含
む
）の
大
幅
な
増
加
で
し
た
。前

年
と
比
べ
て
販
売
頭
数
と
販
売
畜
種
の
割
合

（
ホ
ル
雄
、交
雑
種
、黒
毛
和
種
、他
）に
つ
い
て

大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、肉
用
子
牛
の

平
均
販
売
単
価
は
前
年
よ
り
４
８
，５
７
９
円

上
昇
し
た
こ
と
か
ら
市
場
相
場
が
上
向
い
た

こ
と
が
主
た
る
要
因
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。ま

た
廃
用
牛
売
上
高
に
つ
い
て
も
販
売
単
価
は

前
年
よ
り
５
１
，３
５
０
円
上
昇
し
て
お
り
肉

用
子
牛
売
上
高
と
同
様
の
傾
向
で
あ
っ
た
と

言
え
ま
す
。肉
用
子
牛
売
上
高
及
び
廃
用
牛

売
上
高
の
増
加
は
、コ
ロ
ナ
禍
以
降
続
く
酪
農

を
取
り
巻
く
厳
し
い
経
営
環
境
に
お
い
て
令

和
７
年
の
所
得
率
が
過
去
５
年
で
最
も
高
く

な
っ
た
一
番
の
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
で
酪
農
家
に
と
っ
て
の
主
産
物
収
入

で
あ
る
生
乳
売
上
高
も
前
年
に
引
き
続
き
増

加
し
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
８
月
に
飲
用
向

け
乳
価
が
生
乳
１
㎏
あ
た
り
約
４
円
引
き
上

げ
と
な
っ
た
こ
と
も
部
分
的
に
は
影
響
し
て

い
る
も
の
の
、
今
回
の
集
計
結
果
で
は
、
１

頭
あ
た
り
の
出
荷
乳
量
の
増
加
が
主
た
る
要

因
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
生
乳
売
上
高
を
平

均
出
荷
乳
量
で
除
し
た
１
３
５・７
円
を
平
均

乳
価
と
し
て
試
算
す
る
と
、
４
５
，９
０
３
円

の
う
ち
乳
量
の
増
加
に
よ
る
上
昇
額
は
３
８
，

４
０
３
円
分
で
あ
り
、
上
昇
幅
の
約
84
％
は

乳
量
の
増
加
に
起
因
し
て
い
る
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
Ｚ-

Ｒ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
会
計
デ
ー
タ
か

ら
出
荷
乳
量
の
増
加
要
因
は
特
定
で
き
ま
せ

ん
が
、
１
頭
あ
た
り
出
荷
乳
量
は
62
％
の
農

場
で
前
年
よ
り
増
加
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
積
極
淘
汰
に
よ
る
平
均
個
体
乳
量
の

引
き
上
げ
な
ど
酪
農
家
の
日
々
の
経
営
努
力

の
成
果
に
そ
の
要
因
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。

雑
収
入
は
、
価
格
補
填
収
入
（
補
給
金

等
）
と
作
付
助
成
収
入
（
水
田
活
用
交
付
金

等
）
が
前
年
よ
り
２
，５
０
０
円
増
加
し
て
い

る
も
の
の
、
一
般
助
成
収
入
（
各
種
補
助
金
）

と
そ
の
他
の
雑
収
入
が
減
少
し
た
結
果
、
前

年
よ
り
１
２
，１
５
７
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
の
経
産
牛
１
頭
あ
た
り
総
支
出

は
、
１
，４
２
７
，１
７
１
円
で
し
た
。
総
支
出

も
総
収
入
と
同
様
に
前
年
と
比
べ
て
増
加
傾

向
で
す
が
、
総
支
出
の
増
加
率
は
総
収
入
の

そ
れ
と
比
較
し
て
24
％
程
度
に
留
ま
っ
て
い

ま
す
。
総
支
出
の
内
訳
を
み
る
と
飼
料
費
は

３
，５
８
２
円
減
少
し
て
お
り
、
飼
料
費
を
除

い
た
総
支
出
は
２
５
，６
９
３
円
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
支
出
の
科
目
を
固
定
費
科
目
と

変
動
費
科
目
に
分
類
し
て
比
較
し
た
場
合
、

固
定
費
科
目
の
増
加
が
顕
著
で
し
た
。（
※

固
定
費
科
目
は
表
１
備
考
欄
参
照
。）
前
年

と
比
べ
て
固
定
費
科
目
の
純
増
加
額
は
２
０
，

購 買 生 産 指 導 部  だより

Ｄ
Ｍ
Ｓ
シ
ス
テ
ム

令
和
7
年
集
計
結
果

Ｄ
Ｍ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
事
業
の
概
況

1
令
和
７
年
の
酪
農
経
営
概
況

2

牛
群
動
態
と
生
産
指
標

3

総
支
出
に
占
め
る
固
定
費

5

総
収
入
は
主
産
物
、副
産
物
と
も
に
増
加

4
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表１　酪農経営の変化� 経産牛１頭当たり（円）
令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 前年差

牛群動態/主な指標
　経産牛頭数 53 54 54 46 45 44 -1頭
　平均出荷乳量（kg/頭） 9,088 9,015 9,134 9,025 9,031 9,314 283kg
　更新率 26.5% 26.3% 29.9% 29.0% 29.5% 26.8% -2.7%
　死廃率 9.3% 9.3% 11.6% 8.9% 10.8% 8.5% -2.3%
　乳飼比 54.2% 57.4% 63.9% 60.5% 58.9% 56.5% -2.4%
　家族所得率 12.0% 9.1% 4.5% 7.4% 7.9% 11.8% 3.9%
総収入 1,330,788 1,328,709 1,360,769 1,483,153 1,526,175 1,617,457 91,282
　生乳売上高 1,027,112 1,021,257 1,038,543 1,169,327 1,218,072 1,263,975 45,903
　肉用子牛売上高 136,346 132,960 112,878 78,099 90,070 144,171 54,101
　廃用牛売上高 28,717 29,042 33,343 32,389 34,237 43,326 9,089
　その他売上高 23,955 18,538 20,174 43,884 50,216 44,561 -5,655
　雑収入 114,658 126,912 155,831 159,454 133,580 121,423 -12,157
総支出 1,170,547 1,207,248 1,299,323 1,373,370 1,405,060 1,427,171 22,111
　雇人費 42,917 41,601 56,475 46,538 46,073 49,274 3,201
　飼料費 552,923 580,412 663,441 707,075 717,155 713,573 -3,582
　診療衛生費 31,744 32,863 35,612 37,530 38,293 39,268 975
　動力光熱費 50,631 54,236 56,756 58,884 63,110 67,446 4,336
　共済掛金 32,163 35,497 27,634 31,249 31,051 32,072 1,021
　修繕費 40,940 42,586 36,142 43,801 44,212 47,133 2,921
　支払利息 1,940 2,704 1,920 2,254 3,668 3,341 -327
　減価償却費 176,869 183,563 171,881 182,858 178,223 181,563 3,340
　その他経費 240,420 233,786 249,462 263,179 283,275 293,501 10,226
家族所得 160,241 121,461 61,446 109,784 121,115 190,286 69,171
酪農フリーキャッシュ 290,348 256,139 141,972 186,676 218,137 288,670 70,533
借入金償還額 64,982 67,758 84,428 85,943 84,568 -1,375
キャッシュ残 225,366 188,381 57,544 132,194 204,102 71,908
設備投資額 85,826 74,923 -10,903
新規借入額 112,523 57,839 -54,684

※いずれの年も都府県の全酪連DMS利用者を集計範囲とし、令和6年と同一95戸の集計。
※�酪農フリーキャッシュ＝家族所得＋減価償却費＋生物売却原価＋育成振替高＋事業消費高∓

棚卸差益
※�設備投資額＝建物、建物付属設備、構築物、機械装置、車両運搬具、器具備品、一括償却資産、土

地、建設仮勘定の借方計
※�固定費＝雇人費、動力光熱費、修繕費、支払利息、減価償却費、その他費用のうち租税公課、農具

費、作業用衣料費、土地改良費、地代賃借料、作業委託費、諸材料費、雑費。

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

令
和
2
年
度

令
和
3
年
度

令
和
4
年
度

令
和
5
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

A 106 120 142 151 153 149 136 145 145 141 142 141 136 113
B 9 8 8 12 9 12 14 12 9 11 11 12 13 9

C,D,員外 17 17 17 19 21 20 20 9 9 9 9 9 9 43
それ以外＊ 174 243 249 265 295 301 314 316 327 339 341 341 341 341
合計 306 388 416 447 478 482 484 482 490 500 503 503 499 506

＊それ以外…�DMSシステムのデータベースを利用した経営分析の実施や経営相談の依頼を
受けた戸数

図1　DMSシステム参加農家戸数（令和８年３月末現在）
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令和5
年度

５
０
６
円
、
変
動
費
科
目
の
純
増
加
額
は
１
，

６
０
５
円
。

ま
た
変
動
費
の
う
ち
前
年
よ
り
増
加
し

た
主
な
科
目
と
増
加
額
は
、⑴
期
首
期
末
在

庫
棚
卸
３
，５
３
３
円
、⑵
育
成
振
替
高
３
，

４
０
１
円
、⑶
預
託
料
３
，３
２
８
円
、⑷
荷
造

運
賃
手
数
料
３
，２
４
１
円
の
順
に
増
加
し
て

い
ま
す
。預
託
料
の
増
加
は
前
年
よ
り
上
牧

頭
数
が
増
え
下
牧
頭
数
は
大
き
く
減
少
し
た

た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。圃
場
関
連
の
費
用
と

し
て
肥
料
費
・種
苗
費
・農
薬
費
の
合
計
は

４
０
８
円
増
で
し
た
。

飼
料
費
以
外
に
前
年
よ
り
減
少
し
た
科
目

と
減
少
額
は
、
⑴
素
畜
費
７
，４
７
６
円
、
⑵

廃
牛
売
却
原
価
４
，３
１
３
円
で
し
た
。
素
畜

費
が
減
少
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
素
畜
費

に
は
種
付
費
用
に
加
え
て
当
年
導
入
し
た
育

成
牛
や
預
託
戻
り
時
の
購
入
費
が
含
ま
れ
て

お
り
ま
す
が
、
全
集
計
農
場
の
育
成
牛
導
入

頭
数
が
前
年
よ
り
72
頭
減
少
し
た
こ
と
に
よ

り
育
成
導
入
費
が
前
年
よ
り
７
，５
２
６
円

減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
ま
た

廃
牛
売
却
原
価
が
減
少
し
た
理
由
に
つ
い
て

は
、
全
集
計
農
場
に
お
け
る
経
産
牛
の
年
間

除
売
却
頭
数
が
前
年
比
１
２
１
頭
減
少
し
た

事
や
事
故
に
よ
る
出
荷
が
減
り
（
死
廃
率
の

低
下
）、
計
画
淘
汰
に
よ
る
廃
用
が
数
値
を

下
げ
た
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
収
入
・
支
出
概
況
か
ら
、

令
和
７
年
の
収
支
は
家
族
所
得
で
１
９
０
，

２
８
６
円
／
頭
、
酪
農
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ

シ
ュ
で
２
８
８
，６
７
０
円
／
頭
と
な
り
、

令
和
６
年
に
比
べ
て
大
幅
に
改
善
し
ま
し

た
。
飼
料
高
騰
前
で
あ
っ
た
令
和
２
年
と

比
較
す
る
と
、
所
得
で
は
約
１
２
０
％

増
・
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ
で
は
概
ね

１
０
０
％
に
達
し
ま
し
た
。
し
か
し
借
入

金
償
還
額
を
差
し
引
い
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
残

は
約
９
割
に
留
ま
っ
て
お
り
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

現
在
の
酪
農
環
境
は
、物
価
高
騰
に
よ
る

設
備
投
資
の
負
担
増
、こ
れ
に
伴
う
借
入
額

お
よ
び
償
還
額
も
増
え
る
傾
向
に
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。そ
の
た
め
規
模
拡
大
を
行
い

固
定
費
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
も
以
前

よ
り
簡
単
で
は
な
い
環
境
下
に
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

令
和
８
年
決
算
に
お
い
て
は
、
令
和
７

年
８
月
の
乳
価
改
定
の
収
支
へ
の
影
響
が
全

面
的
に
反
映
さ
れ
ま
す
が
、
輸
入
飼
料
の

価
格
変
動
や
副
産
物
の
相
場
変
動
を
吸
収

で
き
る
経
営
体
力
の
さ
ら
な
る
強
化
は
こ
れ

か
ら
も
重
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
ま
た
投
資
に
お
い
て
は
補
助
金
の

活
用
に
と
ど
ま
ら
ず
投
資
の
費
用
対
効
果

の
見
極
め
も
肝
要
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

「
家
族
所
得
」「
酪
農
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ
」

6

今
後
の
見
通
し
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長
恒
泰
裕
さ
ん（
西
日
本
会
議
）が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
！！

牧
野
陽
太
さ
ん（
北
海
道
会
議
）が
審
査
委
員
長
特
別
賞
を
受
賞
！！

荒
井
芳
幸
さ
ん（
関
東
甲
信
越
会
議
）が
最
優
秀
賞
を
受
賞
！！

酪
農
経
営
発
表
の
部

酪
農
意
見·

体
験
の
部

先
ず
開
会
式
は
、
主
催
者
の
あ
い
さ
つ

で
始
ま
り
ま
し
た
。

全
国
酪
農
青
年
女
性
会
議
の
中
村
委
員

長
は
、
来
賓
へ
の
感
謝
を
述
べ
た
後
、『
ま

ず
は
、
台
風
接
近
が
予
測
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
北
海
道
か
ら
ご
当
地
沖

縄
の
各
地
よ
り
３
５
０
名

の
皆
様
が
こ
の
会
場
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
感
謝
す
る
。』
と
述
べ
、

さ
ら
に
『
年
々
酪
農
家
戸

数
が
減
少
す
る
中
、
生
産

量
・
消
費
量
と
も
に
漸
減

し
て
い
る
が
、
我
々
酪
青

女
が
先
頭
に
立
ち
、
酪
農

関
係
団
体
と
一
丸
に
な

り
、
理
解
醸
成
活
動
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
消
費

拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
く

　7月9日㈭～ 10日㈮の両日、沖縄県那覇市の「ロワジールホテル那覇」において全国の酪農
生産者および関係者約350人が参集し、「第53回全国酪農青年女性酪農発表大会」を開催し
ました。

▲ 全国酪青女 中村委員長

全国酪農青年女性酪農全国酪農青年女性酪農
発表大会発表大会 酪農経営発表の部

第53回
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も
の
と
考
え
る
。』
と
述
べ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
全
酪
連
の
隈
部
会
長
は
、

『
業
界
の
情
勢
は
刻
々
と
変
わ
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
い
か
に
よ
り
良
い
経
営
を
続

け
て
い
く
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
大
会
で
発
表
を
聞
き
、
や
り
方

を
一
つ
変
え
る
、
経
営
を
少
し
見
直
し
て

変
え
て
み
る
。
こ
れ
で
改
善
の
糸
口
が
見

え
る
か
も
し
れ
な
い
。』
と
述
べ
た
の
ち

『
行
政
や
全
酪
連
を
含
め
た
関
係
団
体
は
、

若
い
人
た
ち
が
安
心
し
て
経
営
を
続
け
ら

れ
る
環
境
を
作
る
た
め
、
日
々
皆
さ
ん
と

一
緒
に
頑
張
っ
て
い
る
。
本
日
の
発
表
か

ら
、
明
日
か
ら
の
経
営
に
生
か
せ
る
も
の

を
見
つ
け
出
し
、
強
い
経
営
者
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。』
と
述
べ
ま
し
た
。

来
賓
の
農
林
水
産
省
の
長
井
俊
彦
畜
産

局
長
は
、
大
会
の
開
催
並
び
に
参
加
者
へ

の
祝
意
を
表
し
た
後
、『
中
東
情
勢
に
起

因
す
る
燃
料
や
生
産
資
材
の
調
達
へ
の
懸

念
に
対
し
、
皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
を
も
と

に
生
産
現
場
の
不
安
解
消
に
向
け
て
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
戸
数
減

少
や
労
働
力
不
足
は
依
然
と
し
て
重
要
な

課
題
と
捉
え
、
省
力
化
や
外
部
化
を
進
め

な
が
ら
新
規
就
農
や
経
営
継
承
を
確
保
し

つ
つ
、
酪
農
業
は
稼
げ
る
、
や
り
が
い
の

あ
る
魅
力
的
な
職
業
だ
と
い
う
こ
と
を
、

業
界
を
挙
げ
て
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
引
き
続
き

皆
様
と
一
緒
に
生
乳
需
給
改
善
や
酪
農
経

営
安
定
を
図
り
、
酪
農
業
の
魅
力
を
高
め

る
後
押
し
を
し
て
い
こ
う

と
考
え
ま
す
。』（
同
省
畜

産
局
企
画
課 
夏
目
課
長

補
佐
、
代
読
）
と
、
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
沖
縄
県
玉

城
デ
ニ
ー
知
事
（
同
県
農

林
水
産
部 

喜
屋
武
部
長 

代
読
）
か
ら
も
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
酪
農

経
営
発
表
の
部
は
、
各
会

議
か
ら
選
出
さ
れ
た
５
名

に
よ
り
行
わ
れ
、①
酪
農
経
営
の
収
益
性
、

②
経
営
の
安
定
性
・
発
展
性
、
③
飼
養
管

理
技
術
水
準
、
④
資
源
循
環
型
酪
農
の
実

践
、
⑤
食
品
の
安
全
性
へ
の
配
慮
、
⑥
組

合
・
地
域
活
動
の
貢
献
、
の
６
つ
の
観
点

か
ら
慎
重
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
発

表
内
容
は
、
審
査
委
員
長
に
よ
る
審
査
講

評
に
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

酪
農
経
営
発
表
の
部 

審
査
講
評

松
村
一
善 

審
査
委
員
長

鳥
取
大
学
農
学
部
副
学
部
長 

生
命
環
境
農
学
科 

教
授

今
回
発
表
さ
れ
た
５
名
の
方
々
は
、
各

経
営
が
独
自
の
理
念
を
持
ち
、「
儲
か
る

酪
農
」
と
「
持
続
可
能
な
経
営
」
の
両

立
に
向
け
て
、
最
新
技
術
の
導
入
、
自

給
飼
料
の
強
化
、
地
域
と
の
連
携
な
ど

多
角
的
な
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

る
姿
が
非
常
に
印
象
的
で
あ
っ
た
。
今

年
も
ま
た
審
査
委
員
一
同
大
い
に
感
心

し
た
次
第
で
あ
る
。

以
下
、発
表
順
に
審
査
講
評
を
述
べ
る
。

２
０
２
１
年
に
経
営
移
譲
を
う
け
法
人

代
表
に
就
任
。
１
０
０
頭
以
上
の
規
模
で

も
あ
え
て
繋
ぎ
牛
舎
を
選
択
し
、
Ｄ
Ｘ
設

備
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
換
気
シ
ス
テ
ム
を
導

入
、
個
体
管
理
と
省
力
化
を
両
立
す
る
こ

と
で
、
労
働
効
率
や
乳
量
・
乳
質
を
大
幅

に
向
上
さ
せ
た
。
精
密
な
個
体
管
理
に
よ

り
、
極
め
て
高
い
乳
量
と
、
体
細
胞
数

10
万
個
以
下
と
い
う
卓
越
し
た
乳
質
を
両

立
さ
せ
て
い
る
点
は
、
ま
さ
に
全
国
の
模

範
で
あ
る
。

ま
た
、
地
域
コ
ン
ト
ラ
組
合
の
組
合
長

▲ 全酪連 隈部会長

高
水
準
を
貫
く
酪
農
経
営

～
循
環
型
モ
デ
ル
で
実
現
す
る

品
質
と
収
益
性
～

西
日
本
酪
農
青
年
女
性
会
議
　
長
恒
泰
裕
さ
ん
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と
し
て
休
耕
田
を
活
用
し
た
牧
草
生
産
を

行
う
と
と
も
に
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
燃

焼
灰
を
堆
肥
に
混
ぜ
る
な
ど
、
環
境
配
慮

と
収
益
性
を
高
め
る
循
環
型
酪
農
を
特
徴

と
し
て
い
る
。

「
誰
で
も
同
じ
よ
う
に
作
業
を
行
え

る
」
こ
と
を
目
指
し
た
シ
ス
テ
ム
導
入

は
、
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上

や
、
性
別
・
経
験
年
数
を
問
わ
ず
作
業

者
が
変
わ
っ
て
も
経
営
を
維
持
で
き
る

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
つ
な
が
り
、

高
く
評
価
さ
れ
た
。

一
度
、酪
農
家
で
あ
る
実
家
に
就
農
後
、

「
労
働
時
間
が
短
く
、
長
期
的
な
高
所
得

率
・
高
所
得
額
を
確
保
す
る
」
と
い
う
理

想
の
実
現
を
目
指
し
、
２
０
２
２
年
に
浜

中
町
に
第
三
者
継
承
で
新
規
就
農
。
放
牧

と
ラ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
を
組
み
合
わ
せ
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
放
牧
酪
農
を
実
践
し
て

い
る
。
就
農
後
わ
ず
か
４
年
目
で
ワ
ン
オ

ペ
体
制
に
よ
る
「
驚
異
的
な
所
得
率
」
と

高
い
労
働
生
産
性
を
実
現
し
て
い
る
。

ま
た
、
乳
牛
の
健
全
性
を
保
ち
、
低
い

事
故
率
を
達
成
。
完
全
ワ
ン
オ
ペ
体
制

に
は
継
続
性
の
リ
ス
ク
も
指
摘
さ
れ
た

が
、
条
件
が
揃
え
ば
高
収
益
・
低
コ
ス
ト

経
営
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
労

働
時
間
が
長
い
と
さ
れ
て
い
る
酪
農
業
の

イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ

り
、
家
族
と
の
時
間
を
両
立
さ
せ
る
姿
は

新
規
就
農
者
に
と
っ
て
大
き
な
希
望
と
魅

力
に
な
り
得
る
。
ま
た
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
積
極
的
に
発
信
し
よ
う
と
す
る
姿
に
感

銘
を
受
け
た
。

宮
崎
県
都
城
市
の
法
人
代
表
で
、
酪
農

家
と
し
て
３
代
目
。
週
休
１
日
制
の
導
入

な
ど
、
家
族
が
意
欲
を
持
ち
続
け
ら
れ
る

「
働
き
方
改
革
」
を
い
ち
早
く
実
践
し
、

持
続
可
能
な
経
営
基
盤
を
整
え
て
い
る
。

空
胎
日
数
の
短
縮
や
繁
殖
性
の
向
上
を

最
重
視
し
、
毎
月
Ｏ
Ｐ
Ｕ-

Ｉ
Ｖ
Ｆ
（
経

膣
採
卵
・
体
外
受
精
）
と
新
鮮
卵
移
植
を

行
い
、
高
い
受
胎
率
と
和
牛
副
産
物
収
入

を
両
立
さ
せ
て
い
る
。
繁
殖
管
理
に
お
い

て
は
、
移
植
や
妊
娠
鑑
定
を
学
び
自
ら
実

践
し
て
い
る
。

ま
た
、
大
規
模
な
耕
種
法
人
経
営
と
の

連
携
に
よ
り
、
農
地
や
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
等
の

地
域
資
源
を
有
効
に
活
用
し
て
お
り
、
自

身
の
酪
農
経
営
だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体

の
生
産
力
・
持
続
可
能
性
の
向
上
に
貢
献

し
て
い
る
点
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
加
え

て
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
個
体
管
理
の
徹
底
、

戦
略
的
な
暑
熱
対
策
な
ど
、
課
題
に
対
し

て
的
確
に
投
資
し
、
乳
肉
複
合
経
営
で
あ

る
強
み
を
経
営
成
果
に
結
び
つ
け
て
い
る
。

酪
農
家
３
代
目
。
30
歳
で
Ｕ
タ
ー
ン
就

農
。
経
験
も
知
識
も
な
い
中
で
の
ス
タ
ー

ト
で
あ
っ
た
が
、
積
極
的
に
勉
強
会
に
参

加
し
て
知
識
を
得
て
技
術
向
上
を
遂
げ
、

所
得
率
が
高
い
堅
実
な
経
営
を
築
き
上

げ
た
。

前
職
が
調
理
師
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
食
品
を
製
造
し
て
い
る
と
い
う
意
識

が
高
く
、
そ
の
こ
と
が
牛
舎
の
清
潔
さ

等
に
反
映
さ
れ
て
い
る
点
が
印
象
的
で

あ
る
。

「
酪
農
家
と
い
え
ど
も
事
業
者
で
あ

る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

経
営
力
強
化
に
向
け
た
新
規
就
農

北
海
道
酪
農
青
年
女
性
会
議
　
牧
野
陽
太
さ
ん

全国酪農青年女性酪農発表大会
酪農経営発表の部第53回

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
な
が
ら

黒
字
経
営
を
目
指
す

九
州
酪
農
青
年
女
性
会
議
　
福
留
寛
行
さ
ん

総
合
力
で
勝
負
す
る

～
地
味
を
地
道
に
し
っ
か
り
と
～

東
北
酪
農
青
年
女
性
会
議
　
千
葉
進
也
さ
ん
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ロ
ー
を
重
視
し
、
償
還
額
を
乳
代
の
10
％

以
下
に
抑
え
た
「
収
益
に
見
合
っ
た
投
資

基
準
」
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
子
牛
売

却
益
は
生
活
費
に
充
当
す
る
と
い
う
資

金
管
理
を
行
う
こ
と
で
、
外
的
リ
ス
ク

に
強
い
着
実
な
経
営
を
展
開
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
一
丸
で
の
循
環
型
酪
農
の

実
現
、
地
域
限
定
牛
乳
に
よ
る
消
費
者
・

生
協
と
の
深
い
絆
を
大
切
に
し
た
「
顔

の
見
え
る
酪
農
」
を
実
践
し
て
い
る
こ

と
は
、
地
域
酪
農
の
持
続
可
能
性
を
示

す
優
れ
た
モ
デ
ル
で
あ
る
。

 

酪
農
家
３
代
目
。「
常
人
な
れ
ど
、
奇

策
な
れ
」
を
掲
げ
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
え
て

新
牛
舎
建
築
や
法
人
化
を
断
行
し
た
。
自

動
給
餌
機
や
管
理
ソ
フ
ト
の
連
動
に
よ

り
、
搾
乳
以
外
を
１
人
で
こ
な
せ
る
省
力

化
環
境
を
構
築
し
た
。
ま
た
、
長
野
と
い

う
比
較
的
冷
涼
な
環
境
で
あ
り
な
が
ら
、

徹
底
し
た
暑
熱
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
で

高
い
乳
質
や
繁
殖
成
績
を
維
持
し
て
お

り
、
積
極
的
な
挑
戦
が
成
果
に
結
び
つ
い

て
い
る
。

「
法
人
を
家
族
で
楽
し
む
」
と
い
う
経

営
理
念
に
基
づ
き
、
高
い
生
産
効
率
と
良

好
な
繁
殖
成
績
を
実
現
し
て
い
る
点
は

非
常
に
優
秀
で
あ
る
。
ま
た
、
小
学
生

の
ミ
ニ
バ
ス
ケ
大
会
「
イ
ナ
・
ミ
ル
ク

カ
ッ
プ
」
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
を
巻
き

込
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な
ど
、
酪
農

の
魅
力
を
外
へ
発
信
す
る
主
体
的
な
取

り
組
み
や
、
飼
料
生
産
に
お
け
る
行
政
・

関
連
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
に

お
け
る
酪
農
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
。

厳
正
な
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
審
査

項
目
全
般
で
極
め
て
好
成
績
を
あ
げ
ら

れ
た
、
西
日
本
会
議
の
長
恒
泰
裕
さ
ん

を
最
優
秀
賞
と
決
定
し
た
。
審
査
委
員

一
同
、
総
合
的
な
経
営
の
完
成
度
・
安

定
感
で
他
を
一
歩
リ
ー
ド
し
て
い
る
と

高
く
評
価
し
た
。

ま
た
、
独
自
の
取
り
組
み
と
今
後
の

発
展
性
や
経
営
ス
タ
イ
ル
の
発
信
に
大

き
な
期
待
を
込
め
、
北
海
道
会
議
の
牧

野
陽
太
さ
ん
に
「
審
査
委
員
長
特
別
賞
」

を
授
与
す
る
こ
と
と
し
た
。

さ
て
、
今
回
の
５
つ
の
事
例
は
、
こ

れ
ま
で
の
「
輸
入
飼
料
に
頼
っ
た
規
模

拡
大
」
に
よ
る
低
コ
ス
ト
追
求
は
限
界

を
迎
え
つ
つ
あ
る
と
考
え
る
。
改
め
て
、

自
ら
の
コ
ス
ト
構
造
を
見
直
し
、
地
域

や
経
営
の
環
境
変
化
に
応
じ
た
次
の
一

手
を
打
つ
こ
と
が
、
我
々
す
べ
て
に
求

め
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
発
表
を
踏
ま
え
、
特
に
重
要

と
な
っ
て
い
る
点
を
以
下
の
３
点
に
ま

と
め
る
。

第
一
に
、「
経
営
環
境
の
変
化
に
強
く
、

高
い
所
得
を
安
定
的
に
生
み
出
す
た
め

の
自
給
飼
料
・
地
域
資
源
の
活
用
強
化
」

で
あ
る
。
輸
入
飼
料
価
格
に
左
右
さ
れ

な
い
経
営
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
自

給
粗
飼
料
の
生
産
拡
大
や
放
牧
の
活
用
、

耕
種
農
家
と
の
連
携
等
に
よ
り
、
生
産

コ
ス
ト
を
徹
底
的
に
抑
制
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
耕
種
農
家
を
含
む
地
域
の

仲
間
や
他
業
種
、
行
政
・
関
連
機
関
と

の
連
携
を
密
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

第
二
に
、「
技
術
と
デ
ー
タ
の
融
合
に

よ
る
精
密
な
個
体
管
理
」
で
あ
る
。 

最

新
の
Ｄ
Ｘ
技
術
や
、
Ｏ
Ｐ
Ｕ-

Ｉ
Ｖ
Ｆ
な

ど
の
繁
殖
技
術
を
積
極
的
に
導
入
し
、
個

体
や
牛
群
を
緻
密
に
管
理
す
る
こ
と
で
、

「
乳
量
・
乳
質
・
繁
殖
成
績
」
を
高
い
レ

ベ
ル
で
実
現
さ
せ
、
収
益
を
安
定
さ
せ
る

揺
る
ぎ
な
い
基
盤
と
な
る
と
考
え
る
。

第
三
に
、「
社
会
に
根
ざ
し
た
持
続
可

能
な
経
営
モ
デ
ル
の
構
築
」
で
あ
る
。 

働
き
方
改
革
に
よ
る
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の

質
）
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
消
費

者
と
の
交
流
や
不
耕
作
地
の
活
用
、
移

住
支
援
な
ど
、
地
域
社
会
と
の
繋
が
り

を
深
め
る
こ
と
が
、
次
世
代
が
「
酪
農

を
や
り
た
い
」
と
思
え
る
魅
力
あ
る
産

業
へ
進
化
し
て
い
く
道
と
考
え
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
か
。

今
回
の
５
つ
の
発
表
は
、
ま
さ
に
こ
う

し
た
未
来
へ
の
可
能
性
が
随
所
に
溢
れ

て
い
た
。
発
表
者
の
皆
さ
ん
に
と
ど
ま

ら
ず
、
本
日
大
会
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
ま
ず
は
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
か
ら
さ
ら
に
広
げ
て
い
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

酪農意見・体験発表
の模様は、次号に

掲載します。

就
農
20
年
目
の
答
え
合
わ
せ

関
東
甲
信
越
酪
農
青
年
女
性
会
議
　
網
野
雄
二
さ
ん
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　全国酪農青年女性会議による「父の日に牛
ち ち

乳を贈ろう！
キャンペーン」は、今年も父の日である６月21日㈰を中心
に、全国各地で活動を展開しました。この活動は、「父と
牛
ち ち

乳という誰もが分かりやすい語呂合わせを活用し、「父の
日に大切な人に牛

ち ち
乳を贈ろう！」と全国的に呼びかける牛乳

消費拡大活動で、平成18年から毎年全国各地で実施してい
ます。スーパー、保育園、イベント会場など様々な場所で牛
乳の試飲や搾乳イベントを行い、酪農家自らが牛乳のPRを
行っている活動です。各地で実施されたキャンペーンの一部
をご紹介します。

山
形
県

宮
城
県

茨
城
県

岩
手
県

埼
玉
県

三
重
県

●山形県酪農青年女性会議
日時：6月27日
場所：�ミルクランドモウモウフェスティバル
　　　�（山形県酪農協 本所特設会場）
内容：�ミルメークの配布（共進会と同時開催）
　　　※�21Pの酪農トピックスにも掲載

●宮酪青年婦人連絡協議会
日時：６月1日
場所：�秋保ヴィレッジアグリエの森（仙台市）
内容：牛乳乳製品、ミルメーク、保冷バッグの配布

●茨城県酪農青年女性会議
日時：6月2日
場所：水戸駅構内
内容：�ミルメークとチラシの配布

●岩手中央酪農業協同組合
日時：6月7日
場所：�第21回8020健康フェスタ
　　　（岩手県歯科医師会館）
内容：牛乳、ミルメークの配布

●埼玉酪農業協同組合
日時：6月13日
場所：JA花園農産物直売所
内容：牛乳・ミルメーク配布
　　　�幼稚園にて似顔絵用紙とミルメークの配布

後
編

今年も全国各地でキャンペーンを実施！

●三重県酪農農業協同組合
日時：6月16日
場所：�「飲んで応援！牛乳と酪農」
　　　（三重県庁）
内容：ミルメーク配布
　　　※23Pの酪農トピックスにも掲載 ▲ 三重テレビ放送

▲ 牧草ロールお絵描きコーナー ▲ 青年部搾乳体験
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鳥
取
県

岡
山
県

広
島
県

●大山乳業農業協同組合青年部会・酪農女性部
日時：5月31日
場所：第24回大山まきば祭（大山まきばみるくの里）
内容：�日頃ご愛願いただいている消費者のみな様への感謝

と、酪農家、役職員とのふ
れあいを楽しんでいただく
ためのイベントを毎年開催。
ステージイベントのほか、
模擬搾乳体験、トラクター
展示、ロールペイントなど
のブースや、白バラ商品の
試飲・試食コーナー、アイ
スクリーム配布などを実施。

日時：6月7日
場所：壬生の花田植（広島県山県郡北広島町）
内容：北広島牛乳のPRとミルメーク配布、搾乳体験等

日時：6月8日
場所：鳥取県庁
内容：�お父さんを代表して知事への牛乳

贈呈を実施。牛乳で乾杯をし、日
ごろの支援について感謝を述べる
とともに、今後も一層の支援をお
願いした。

●おかやま酪農協女性部・青年部
日時：6月8日
場所：岡山県庁・JR岡山駅前

内容：�岡山県知事を訪問し、安全・安心でおいしい
県産牛乳・乳製品の安定供給に向けた支援を
要請するとともに、県産牛乳と県産生乳を使

用したヨーグルトの目録
を贈呈。その後は、JR岡
山駅前でリーフレットや
グッズ、ミルメークを配
布し、県産牛乳の消費拡
大をPRした。

●�広酪メンバーズクラブ・広島県酪農業協同組合・
広島県牛乳普及協会
日時：6月17日
場所：広島県庁・周辺
内容：�広島県知事を表敬訪問し、酪農情勢・

牛乳消費拡大に向けた理解醸成活動
とラジオ公開収録を実施。併せて県
教育委員会教育長、農林水産局長を
表敬訪問。また街頭でのミルメーク
配布を実施した。

愛
知
県

●愛知県酪農農業協同組合青年女性部
愛知県酪農農業協同組合青年女性部は「父の日に

牛乳を贈ろうキャンペーン　メッセージコンテスト」
を開催いたしました。保育園児からシニア世代まで、
幅広い年齢層から多くの作品が寄せられました。日頃
の感謝や年老いた父親にありがとうの気持ちを伝える
メッセージ、きれいなイラストやほほえましい絵など、
内容は様々でしたが、どれも感謝の気持ちがこもっ
た暖かい内容でした。６月１日には同組合の酪農セン
ター（岡崎市）会議室で、酪農青年女性会議役員らに

よって入賞作品の選定が行われました。また、協賛団
体の中部酪農青年女性会議も優秀作品を選定して、そ
れぞれに記念の賞品が贈呈されました。

▲ 入賞作品選定の様子
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福
岡
県

山
口
県

●�ふくおか県酪農青年女性会議・ふくおか県酪農業協同組合
日時：6月２日
場所：福岡県庁
内容：行政表敬訪問・牛乳贈呈
６月中には福岡県庁のほか、福岡市役所、朝倉市役所、筑前町役場を訪問。

●ふくおか県酪農青年女性会議・ふくおか県酪農業協同組合
日時：6月21日			   場所：HAKATA牧場 ～父の日に牛

ち ち

乳を贈ろう～（博多駅前広場）

▲ ミルク配達ゲーム ▲ 父の日似顔絵コーナー ▲ 牛さんうちわ、帽子作り体験 ▲ 牛乳・乳製品・ソフトクリーム販売

▲ 6月4日福岡県庁（福岡県知事表敬訪問）

●ふくおか県酪農青年女性会議
日時：6月1日
場所：道の駅くるめ
内容：�牛乳・
　　　ツール贈呈、
　　　ミルメーク配布

●�ふくおか県酪農青年女性会議（西福岡女性部）
日時：6月15日
場所：�JA糸島産直市場
　　　伊都菜彩
内容：ミルメーク配布

●�山口県酪農青年女性会議・山口県酪農乳業協会
日時：6月14日	
場所：�「MILK◦JAPAN in しものせき」
　　　（ボートキッズパーク モーヴィ下関）
内容：�県産牛乳・酪農のPR、牛乳試飲・　　　　

牛乳パック工作、搾乳キット体験等

後編

●ふくおか県酪農青年女性会議（飯塚酪農青年部）
日時：6月18日
場所：嘉麻市役所
内容：ミルメーク
　　　配布

愛
媛
県

●愛媛県酪農経営者協議会
日時：6月18日
場所：愛媛県庁 
内容：�愛媛県庁を訪問し、県副知事へ県産牛乳・乳

製品の贈呈をするとともに、６次産業化にお

ける取組や第３者継承の事例を当事者から紹
介し、酪農情勢下における支援への感謝の意
を伝えた。贈呈式終了後は、県庁ロビーにて
牛模型を使った搾乳体験会を行い、来庁者に
酪農を身近に感じてもらう機会とした。

●�ふくおか県酪農青年女性会議・石橋ファームランド
日時：6月1日～21日
場所：ラッテビアンコ
内容：ミルメーク配布
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▲ 6月2日 雲仙市役所（雲仙市長表敬訪問） ▲ 6月8日 長崎県庁（長崎県知事表敬訪問）
▲ 6月29日 佐世保市役所
　（佐世保市長表敬訪問）

日時：6月29日
場所：�させぼ五番街
　　　（佐世保市）
内容：�商業施設での、
　　　�牛乳・チラシ・ミル

メーク等の配布

日時：6月22日
場所：�「らくのうをたのし

くまなぼう」
　　　（県内幼稚園）
内容：�牛乳・ミルメークの配布

●長崎県酪農青年女性会議・
　長崎県酪農業協同組合連合会
日時：6月7日
場所：ジャカランダフェスタ（雲仙市）
内容：�牛乳・乳製品・チラシ・ミル

メーク等の配布

長
崎
県

●長崎県酪農青年女性会議・長崎県酪農業協同組合連合会
内容：行政表敬訪問・牛乳贈呈

佐
賀
県

●佐賀県酪農婦人部連絡協議会
日時：6月19日
場所：県内保育園 
内容：�ミルメーク配布、9か月

にわたる県産牛乳「さ
が生まれ」の贈呈

●熊本県酪農青壮年部・
　女性部協議会
日時：6月30日
場所：阿蘇ミルク牧場

▲ クイズから学ぶらくのう学校 ▲ 無料試飲▲ バター作り体験 ▲ 搾乳体験

熊
本
県

●熊本県酪農女性部協議会　　　　　　　　　　　　 内容：行政表敬訪問・牛乳贈呈・チーズの試食

●熊本県酪農青壮年部
�　6月上旬～中旬の間に各市町村や保育園、
幼稚園をまわり牛乳・ツール贈呈を行い消
費拡大をPR

▲ 6月19日九州農政局
　 （農政局長表敬訪問）

▲ 6月19日熊本県庁
 　（熊本県知事表敬訪問）

▲ 6月上旬～中旬の間に
　 各市町村へ表敬訪問
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▲ 6月12日 鹿児島県庁

沖
縄
県

●�沖縄県酪農青年女性部連絡協議会
日時：6月17日
場所：沖縄県庁 
内容：�知事へ県産牛乳の贈呈牛乳・ツールの贈呈

●�鹿児島県酪農青壮年女性会議
（志布志地区青壮年女性部）
日時：6月20日
場所：道の駅 すえよし
内容：�商業施設での、牛乳・

チラシ・ミルメーク等
の配布

●�鹿児島県酪農青壮年女性会議・
　大隅支所青年女性会議・
　志布志地区青壮年女性部・
　種子島酪農青壮年部・女性部
日時：6月12日	 場所：鹿児島県庁
内容：行政表敬訪問・牛乳贈呈
６月中には鹿児島県庁のほか、鹿屋市役所、中

種子町役場、南種子町役場、東串良町役場を訪問。

●�鹿児島県酪農青壮年女性会議
（種子島地区青年部・女性部）
日時：6月9日
場所：県内保育園 
内容：�牛乳・ミルメーク

の贈呈

日時：6月20日
場所：イオン南風原店 
内容：�県産牛乳の試飲、
　　　搾乳体験、
　　　似顔絵作成、
　　　ミルメーク配布

鹿
児
島
県

後編

●宮崎県酪農青年女性連絡協議会他各地区協議会、
　青年部、女性部等
日時：6月5日
場所：宮崎県庁 
内容：県知事への牛乳・乳製品の贈呈
6月中には宮崎県庁のほか、各市町村役場、ＪＡ地区本部等約20

か所を訪問し牛乳の贈呈を行い県産牛乳と消費拡大をＰＲした。

日時：6月14日
場所：パークプレイス大分
内容：�模擬搾乳体験、牛乳飲み比べ、シールスタンプラリー、

お絵かき、クイズ、フォトコーナー、キッチンカー等

●大分県酪農青年女性会議
日時：6月9日、19日
場所：大分県庁、日田市役所
内容：牛乳・乳製品贈呈

▲ 6月9日 大分県庁

▲ 6月5日 宮崎県庁表敬訪問

宮
崎
県

大
分
県
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愛媛県西予市

日
本

   
酪
農

No.
398

那須牧場

愛媛県西予市

地
域
の
紹
介

今
回
、
ご
紹
介
す
る
の
は
、
愛
媛
県
は

西
予
市
の
那
須
牧
場
で
す
。

「
シ
ル
ク
と
ミ
ル
ク
の
町
」
と
呼
ば
れ

る
西
予
市
野
村
町
で
は
、
古
く
か
ら
養
蚕

と
酪
農
で
栄
え
て
き
ま
し
た
。
中
心
部
を

一
級
河
川
「
肱
川
」
が
流
れ
、
標
高
１
，

４
０
０
ｍ
の
四
国
カ
ル
ス
ト
を
含
む
急

峻
な
山
々
に
囲
ま
れ
た
、
大
変
自
然
豊
か

な
地
域
で
す
。

こ
こ
で
は
相
撲
の
取
組
も
活
発
で
、
年

に
1
回
、
大
相
撲
九
州
場
所
終
了
後
、
2

日
間
に
渡
り
、
招
待
さ
れ
た
大
相
撲
の
関

取
及
び
幕
下
以
下
の
力
士
、
小
学
校
か
ら

大
学
、
実
業
団
ま
で
の
選
手
を
集
め
て

「
乙
亥
相
撲
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
幕
下

以
下
の
プ
ロ
力
士
と
、
社
会
人
大
会
や
学

生
相
撲
な
ど
で
優
勝
経
験
の
あ
る
ア
マ

チ
ュ
ア
選
手
ら
に
よ
る
取
組
が
あ
り
、
相

撲
に
お
い
て
プ
ロ
と
ア
マ
が
直
接
対
戦

す
る
唯
一
の
大
会
で
す
。

牧
場
の
紹
介

那
須
牧
場
が
所
属
す
る
愛
媛
県
酪
農
業

協
同
組
合
連
合
会
（
三
瀬
寿
登
代
表
理
事

会
長
）
で
は
、
生
乳
出
荷
戸
数
58
戸
（
令

和
８
年
４
月
１
日
時
点
）、
出
荷
乳
量
は

２
３
，
３
０
７
・
２
ｔ
（
令
和
７
年
度
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

那
須
牧
場
は
那
須
秀
樹
さ
ん
と
、
後
継

者
の
那
須
俊
紀
さ
ん
の
２
名
で
現
在
経
産

牛
56
頭
、
育
成
牛
18
頭
を
飼
養
し
て
い
ま

す
。
令
和
７
年
度
に
お
け
る
生
乳
出
荷
実

績
は
５
５
０
・
４
ｔ
で
、
乳
脂
肪
率
４
・

03
％
、
無
脂
固
形
分
率
８
・
92
％
、
体
細

胞
数
３
万
と
細
菌
数
９
万
は
常
に
Ａ
ラ
ン

ク
と
、
安
定
し
た
良
質
乳
を
生
産
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、５
ha
の
圃
場
で
は
、デ
ン
ト
コ
ー

ン
の
作
付
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

俊
紀
さ
ん
は
２
０
１
９
年
に
酪
農
学
園

大
学
を
卒
業
後
、
北
海
道
宗
谷
郡
猿
払
村

で
２
年
間
ヘ
ル
パ
ー
に
従
事
さ
れ
、
そ
の

牛
も
自
給
飼
料
も
丁
寧
に
管
理
　

地
域
に
密
着
し
た
酪
農
経
営
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後
、
令
和
２
年
に
実
家
の
牧
場
に
就
農
し

ま
し
た
。

就
農
当
時
は
乳
牛
15
頭
ほ
ど
で
し
た

が
、
俊
紀
さ
ん
の
就
農
を
機
に
牛
舎
の
更

新
・
規
模
拡
大
を
決
意
さ
れ
、
令
和
４

年
４
月
よ
り
新
し
く
建
て
た
牛
舎
で
の

搾
乳
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
導
入
は
せ

ず
、
自
家
育
成
に
こ
だ
わ
り
、
３
〜
４
年

か
け
て
搾
乳
頭
数
を
50
頭
ま
で
増
や
し

ま
し
た
。

繁
殖
面
で
は
、
給
与
す
る
飼
料
の
栄
養

成
分
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、品
質
に
気
を
配
り
、

給
与
飼
料
の
ブ
レ
に
よ
る
牛
群
の
調
子
の

ブ
レ
が
な
い
よ
う
に
保
っ
て
い
ま
す
。
俊

紀
さ
ん
、
秀
樹
さ
ん
の
双
方
で
Ａ
Ｉ
を
実

施
し
て
お
り
、
Ｅ
Ｔ
は
獣
医
師
に
一
任
。

受
精
卵
は
近
隣
の
繁
殖
農
家
、
畜
産
研
究

セ
ン
タ
ー
よ
り
購
入
し
３
か
月
飼
育
し
た

後
、
家
畜
市
場
へ
出
さ
れ
ま
す
。

Ａ
Ｉ
、
Ｅ
Ｔ
の
受
胎
状
況
が
悪
い
場
合

に
は
、
給
与
す
る
飼
料
を
微
調
整
す
る
ほ

か
、
繁
殖
検
診
に
て
子
宮
の
状
態
の
確
認

な
ど
を
行
わ
れ
る
そ
う
で
す
。
発
情
が
分

か
り
に
く
い
個
体
は
、
獣
医
師
に
相
談
し

迅
速
に
対
処
し
て
き
ま
し
た
。

給
与
体
系

牛
舎
内
に
は
、
自
動
給
餌
機
（
マ
ッ
ク
ス

フ
ィ
ー
ダ
ー
）
を
設
置
し
て
お
り
、
朝
夕
に

ミ
キ
サ
ー
で
作
製
さ
れ
た
粗
飼
料
を
ミ
ッ
ク

ス
し
た
も
の
が
７

回
／
日
給
与
さ
れ

て
い
ま
す
。
使
用

飼
料
は
道
産
チ
モ

シ
ー
、
ア
ル
フ
ァ

ル
フ
ァ
、
オ
ー
ツ
、

ビ
ー
ル
粕
、
デ

ン
ト
コ
ー
ン
サ
イ

レ
ー
ジ
、
ビ
ー
ト

パ
ル
プ
で
す
。
こ

の
道
産
チ
モ
シ
ー

は
猿
払
村
で
ヘ
ル

パ
ー
に
就
い
て
い

た
こ
ろ
の
伝
手
で

仕
入
れ
て
お
り
、

国
産
自
給
飼
料
利

用
に
よ
っ
て
経
費

削
減
を
か
な
え
て

い
る
よ
う
で
す
。

経
営
す
る
に
あ
た
っ
て
の
方
針

飼
養
管
理
面
で
は
、
特
に
乳
質
に
は
気

を
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
定
の
手
順
で

の
規
律
あ
る
搾
乳
を
心
掛
け
て
、
検
定
結

果
、
検
査
成
績
表
、
搾
乳
時
の
感
触
に
は

特
に
注
意
を
払
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

異
常
が
確
認
さ
れ
た
際
に
は
早
期
発
見
、

早
期
治
療
を
施
し
、
ダ
メ
ー
ジ
を
最
小
限

に
と
ど
め
ま
す
。

見て歩紀日本酪農

2026・8  全酪連会報　18



地
域
と
の
つ
な
が
り

青
年
部
の
活
動
の
一
環
で
、
牛
乳
拡
売

運
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
や

地
域
で
開
か
れ
る
マ
ル
シ
ェ
、
産
業
ま
つ

り
の
際
に
ブ
ー
ス
を
出
し
、
消
費
者
と
の

交
流
の
場
を
開
い
た
り
、
地
元
で
開
か
れ

る
朝
霧
マ
ラ
ソ
ン
で
の
牛
乳
協
賛
を
行
う

な
ど
、
精
力
的
に
地
域
と
の
繋
が
り
を
作

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標

「
近
隣
の
空
い
た
畑
を
利
用
す
る
な
ど

で
畑
面
積
を
拡
大
し
、
そ
し
て
自
給
飼
料

を
増
収
し
た
い
。
そ
の

上
で
、
現
状
の
頭
数
と

乳
質
を
維
持
し
て
、
獣

医
師
と
の
連
携
を
強
化

し
、
よ
り
精
密
に
牛
群

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た

い
。
現
状
で
き
る
こ
と

や
工
夫
で
き
る
こ
と
は

す
べ
て
や
っ
て
、
作
業

効
率
を
上
げ
収
益
向
上

を
図
っ
て
い
き
た
い
」

と
、
限
ら
れ
た
労
働
力

や
現
状
の
施
設
の
中

で
、
基
本
を
忠
実
に
順

守
し
経
営
を
す
る
展
望

を
お
話
し
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

ま
た
、「
酪
農
を
志

す
、
若
い
人
が
も
っ
と

増
え
て
ほ
し
い
。ま
た
、

消
費
者
が
牛
乳
を
手
に

取
る
機
会
が
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
を
強
く

望
み
ま
す
。
そ
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か

わ
か
ら
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
持
っ
て
酪
農
に
臨
み
た
い
」

と
も
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
。

終
わ
り
に

こ
の
度
は
ご
多
忙
の
中
、
快
く
取
材
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

乳
質
や
繁
殖
面
、
自
給
飼
料
な
ど
、
堅

実
か
つ
丁
寧
に
管
理
さ
れ
て
お
り
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
も
大
事
に
さ
れ
て
い
る
と

強
く
感
じ
ま
し
た
。

今
後
の
那
須
牧
場
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

見て歩紀日本酪農
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酪農TOPICS酪農TOPICS

全国農協乳業協会
「令和8年度定時総会」並びに「カスタマーハラスメント研修」
を開催いたしました

酪農部酪農部
発発

酪農部が事務受託する、全国農協乳業協会（会長：
濵名靖 榛名酪農業協同組合連合会 代表理事専務）に
おいて、令和8年度定時総会並びにカスタマーハラ
スメント研修を開催いたしました。
令和 8年度定時総会は、令和 8年 6月 11 日に

KKRホテル東京にて開催いたしました。冒頭、厚生
労働省 健康・生活衛生局 監視安全課課長 今川正紀様
並びに、農林水産省畜産局 牛乳乳製品課課長補佐 白
尾紘司様よりご来賓の祝辞を頂戴いたしました。その
後、第一号議案「令和7年度事業報告書・決算書承認」、
第2号議案「会則の改定について」、第3号議案「監
事の補欠選任に係る件について」協議し、原案通り承
認がされました。
総会後に開催いたしました役員会において、新た

に大山乳業農業協同組合の徳丸洋一代表理事組合長が
副会長に就任し、また新規会員としてサツラク農業協
同組合、北海道日高乳業株式会社、株式会社北海道酪
農公社の入会が承認されました。令和8年 5月に奥
羽乳業株式会社も入会したため、総会員数39社とな
りました。引き続き酪農家に近い乳業メーカーが集ま

る団体として、皆様の負託に応えるべく事業推進して
まいります。
また、令和８年7月８日に全国農協乳業協会会員

職員向けの研修「カスタマーハラスメント研修」を㈱
インソースの講師を招聘し開催いたしました。本研修
は、毎年「クレーム対応研修」として実施していまし
たが、令和8年10月より企業における「カスタマー
ハラスメント対策義務化」を前に、テーマを絞って開
催をいたしました。研修会の中では、カスタマーハラ
スメントの種類や、それぞれの適切な対処法について
講師の経験も踏まえながら解説がされました。受講生
からは、各社で実際にあったカスタマーハラスメント
の事例から、講師へ対処方法の質問が出された他、「自
社のカスタマーハラスメント対策の体制がまだ整って
いない現状を認識した。今後は対応マニュアルの作成
や、電話内容の録音機能を導入するなどの対策が必要
だ」といった声が聞かれました。
カスタマーハラスメントへの対応は、会社として

大切な職員を守るために不可欠なものであると、再認
識する研修となりました。� （A.Y）   

来賓挨拶風景 ▲

▲
▲  総会風景

▲ 研修会風景
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酪農TOPICS酪農TOPICS

【開催報告】
大盛況 ! ｢らくのうマルシェ号」がやってきた !

酪農部酪農部
発発

仙 台仙 台
支所発支所発

「ホルスタイン共進会」＆
「山形 ミルクランド モウモウフェスティバル」
を開催！

山形県酪農業協同組合（山口長一代表理事組合長）
は令和8年 6月 27日㈯、第33回山形県酪農業協
同組合ホルスタイン共進会並びに山形ミルクランドモ
ウモウフェスティバルを開催しました。
共進会開催と共に一般消費者への理解を深める目

的で当フェスティバルを開催しています。会場内では
農機具展示や搾乳体験、キッチンカーの出店などが行

われ、酪農関係者のみならず多くの一般参加者が訪れ、
例年以上の賑わいを見せました。
当日は天候にも恵まれ、絶好のイベント日和とな

りました。共進会を通じて酪農技術の向上を確認する
とともに、フェスティバルを通じて地域住民との交流
を深める、非常に活気ある一日となりました。関係者
の皆様、大変お疲れ様でした。� （Y.O）

新緑の風が心地よい5月～６月にかけて、全18日
間にわたり開催された「らくのうマルシェ号」の特別
出店イベント。おかげさまで、連日たくさんのお客様
にお越しいただき、大盛況のうちに幕を閉じました！
今回は、会場を美味しい笑顔でいっぱいにしたイ

ベントの様子をお届けします。
●看板メニューが大人気 
コク深くすっきりとした味わいのバニラアイス、

一口食べて思わず「美味しい！」と笑顔がこぼれる瞬
間が、会場のあちこちで見られました。アイスディッ
シャーでスクープして販売するアイスは18日間で合
計400個の販売を行いました。
お客様から直接「美味しい！」の声を聞き、嬉し

そうに商品を手にする姿を間近で見られたことは、私
たちにとってかけがえのない宝物です。お越しいただ
いた皆さま、本当にありがとうございました！ (M.N)

▲ 車両展示コーナー ▲ 閉会後集合写真
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都府県・道内の情報交換活発に
「令和８年度 畜産主任者会議」

札 幌札 幌
支所発支所発

７月17日㈮本会札幌支所主催、令和８年度北海道・
都府県畜産主任者会議を開催し、道内と都府県の乳牛
購買の担当者他63名にご出席いただきました。
本会畜産事業説明に続き、都府県並びに北海道に

よる意見交換が行われました。経営課題である搾乳牛
の確保のため導入需要はあるものの、都府県において
は道内初妊牛価格高騰による導入見送りや輸送コスト
の上昇から地域により県内流通を進めているとの報告
がありました。一方の北海道からは素牛生産コストが
高騰していることから初妊牛価格は高止まりしている
が、都府県が求める乳牛資源の提供に努めるとの意見
もあり、また全国的に和牛子牛の生産が拡大している
など各地の現状について情報が共有されました。また、
近年の猛暑を受け北海道でも暑熱が深刻化している
中、どのような対策を実施しているか、スリック遺伝
子（耐暑性遺伝子）を持つ種雄牛や精液の活用状況に
関する質問が上がり、活発な意見交換となりました。
続いて行われた講演会では、帯広畜産大学 原虫病

研究センターの横山直明教授より、「マダニが媒介す
る牛小型ピロプラズマ症」について、増体や繁殖に大
きな悪影響を及ぼすメカニズムや、治療薬の製造中止
に伴う予防の徹底の重要性、今できる予防法について
ご講演をいただきました。参加者は熱心に聴講し、北
海道の対策の現状や野生動物への対策についての質問
が上がりました。
閉会の挨拶に立った本会理事である本別町農業協

同組合 佐野政利組合長は、「牛の取引は単なる売買で
はなく、生産技術や品質、お互いの信頼によって支え
られており、安心して導入いただける牛を送り出すこ
とが何より大切だと考えている。（ご自身の所属する）
本別町農協では長年にわたり府県への預託牛供給を続
け多くの皆様からご評価をいただいてきた。こうした
信頼を今後も大切にしながら、酪農を取り巻くさまざ
まな課題に対して、北海道と府県が力を合わせ、情報
を共有し、協力しながら乗り越えていきたい。」と呼
びかけ、会を締めくくりました。� （T.H）

▲ �意見交換では
　 現状の報告並びに
 　質問が多数あがった

▲ 横山氏による講演の様子

2026・8  全酪連会報　22



酪農TOPICS酪農TOPICS

「飲んで応援 ! 牛乳と酪農」三重県で牛乳配布
名古屋名古屋
支所発支所発

三重県酪農農業協同組合（近藤貞和代表理事組合
長）は県と合同で、6月の「牛乳月間」に合わせた
消費拡大イベント「飲んで応援！牛乳と酪農」を三重
県庁内県民ホールで開催いたしました。県内酪農家が
生乳を出荷する乳業メーカー各社の牛乳約300人分
を県民に配布し、牛乳の消費拡大と酪農への理解醸成
を呼びかけました。会場では酪農家と消費者が直接交

流する機会も設けられ、参加した酪農家からは、中東
情勢の影響による資材価格の高騰など厳しい経営環境
についても説明が行われ、酪農を取り巻く現状への理
解を求めました。当日は三重テレビによる取材も行わ
れ、イベントの様子や酪農家の思いが広く紹介されま
した。� （Y.I）

共進会、Ｂ＆Ｗ、酪農祭り、親睦スポーツ大会といった催事情報から組合住所の
変更や移転等案内情報、そして直営店情報や組合の自慢情報まで、酪農トピックス
では会員の皆様からの原稿を募集しております。本コーナーは会員の皆様の情報
交換の場です。ぜひご活用ください。

「酪農トピックス」では皆様からの記事を募集しております

皆様のお近くにあります本会支所までご送付・ご連絡ください。

■札幌支所
〒060-0003
札幌市中央区北3条西7丁目1  酪農センター 5階

tel．011-241-0765

■名古屋支所
〒460-0008
名古屋市中区栄1-16-6  名古屋三蔵ビル3階

　tel．052-209-5611

■仙台支所
〒980-0014
仙台市青葉区本町2-10-28 カメイ仙台グリーンシティ8階

tel．022-221-5381

■大阪支所
〒532-0011  
大阪市淀川区西中島5-14-10  新大阪トヨタビル6階

tel．06-6305-4196

■東京支所
〒151-0053
東京都渋谷区代々木1-37-2  酪農会館4階

tel．03-5931-8011

■福岡支所
〒812-0016 
福岡市博多区博多駅南1-2-15  事務機ビル7階

tel．092-431-8111

原 稿 募 集

送付先
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こ
こ
は
美
術
館
！？西

日
本
酪
農
青
年
女
性
会
議

お
か
や
ま
酪
農
業
協
同
組
合
　
筒
井
智
子 

氏

歩
い
て
下
さ
い

東
北
酪
農
青
年
女
性
会
議

み
や
ぎ
の
酪
農
農
業
協
同
組
合
　
阿
部
由
紀
子  

氏

共
進
会
の
ヘ
ア
ス
タ
イ
リ
ス
ト

東
北
酪
農
青
年
女
性
会
議

み
や
ぎ
の
酪
農
協
同
組
合
　
髙
橋
駿
太 

氏

青
草

サ
イ
コ
ー
！

関
東
甲
信
越
酪
農
青
年
女
性
会
議

酪
農
と
ち
ぎ
農
業
協
同
組
合
　
小
森
美
佳 

氏

牛
を
追
う
少
女

北
海
道
酪
農
青
年
女
性
会
議

足
寄
町
農
業
協
同
組
合
　
渡
辺
耕
平 

氏

おはよ
西日本酪農青年女性会議

山口県酪農協同組合　加賀春花 氏

酪農家の皆様より応募いただいた29点の中から、第53回全国酪農青年女性酪農発表大会の参加
者の皆様による投票で入賞作品を６点選出させていただきましたのでご紹介します。
たくさんのご応募、ご協力ありがとうございました。

酪農いきいきフォトコンテスト
入 賞 作 品 紹 介

第
16
回

入賞

特選
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全酪乳製品セットA
税込4,212円（本体3,900円）

全酪乳製品セットB
税込5,940円（本体5,500円）

全酪 牛飼いのバター５個セット
税込4,860円（本体4,500円）

内容：とろけるスライスチーズ126g／スライスチーズ
126g／スモークチーズ120g／6Pチーズ108g／酪農家
ぬるチーズスプレッド80g／酪農家バター(加塩)200g：
各１個
アレルゲン物質：乳

内容：とろけるスライスチーズ126g／スライスチーズ
126g／スモークチーズ120g／6Pチーズ108g／全酪
ゴーダ125g／酪農家ぬるチーズスプレッド80g／酪農
家バター(加塩)200g／全酪パウダーチーズ70g：各１個
アレルゲン物質：乳

内容：牛飼いのバター（加塩）200g×５個
アレルゲン物質：乳

ZENRAKU

Summer Gift 2026

冷蔵 短 名
入
れ
可

簡易 冷蔵 短 名
入
れ
可

簡易

冷蔵 短 名
入
れ
可

簡易

全国酪農業協同組合連合会
●本所  酪農部	 　　〒 151-0053	 東京都渋谷区代々木 1-37-2	酪農会館	 	 	 TEL	03-5931-8008　　　FAX	03-5931-8025
●札 幌 支 所	 　　〒 060-0003	 札幌市中央区北 3条西 7-1	酪農センター	 	 	 TEL	011-241-0765　　　FAX	011-241-0769
●仙 台 支 所 　　〒 980-0014	 仙台市青葉区本町 2-10-28	カメイ仙台グリーンシティ	8F	 TEL	022-221-5381　　　FAX	022-221-5384
●名古屋支所	 　　〒 460-0008	 名古屋市中区栄 1-16-6	名古屋三蔵ビル 3F	 	 TEL	052-209-5611　　　FAX	052-209-5614
●大 阪 支 所	 　　〒 532-0011	 大阪市淀川区西中島 5-14-10	新大阪トヨタビル 6F	 	 TEL	06-6305-4196　　　FAX	06-6305-4899
●福 岡 支 所	 　　〒 812-0016	 福岡市博多区博多駅南 1-2-15	事務機ビル 7F	 	 TEL	092-432-2121　　　FAX	092-431-6313

その他にもたくさんの商品をご用意しております。
ぜひオンラインショップにてご確認ください！

2026年 6月15日 ～ 8月31日  ※一部商品のぞく。取扱期間

全酪連ギフトオンラインショップ
 （https://zenrakuren.stores.jp/）

取扱上のご注意

ご注文方法

１.	配送地区に制限のある場合もありますので、ご確認ください。なお、離島に
つきましては原則として配達できませんので、予めご了承ください。

２.	お申込後のご返品、お取り消し（お届け先様ご不在、ご移転ご転居、受け取
り拒否等による）扱いはいたしませんので予めご承知おきください。

３.	お届け先様のご不在における取扱は、配送業者の取扱規定により対応します。
４.掲載商品の価格には消費税及び配送料が含まれております。
５.	詰合せ内容・商品デザイン及び配列については、お断りなく一部変更する場合が
あります。

６.商品は十分にご用意しておりますが、在庫がなくなり次第終了とさせていただきますの
でご了承ください。

７.	冷凍 冷蔵 	マークの付いている商品はそれぞれ冷凍、冷蔵でのお届けになります。
８.	 簡易 全 	マークの付いている商品はそれぞれ簡易包装、全包装となります。　	
また、表示のない商品には包装はありません。（簡易包装とは、包装紙を帯状に商
品に巻きつけた包装形態のことです。）

９.	 普
短
	マークの付いている商品はそれぞれ普通サイズ、短冊サイズの熨斗

となります。

10.		名入れ可 	マークのついている商品は熨斗の表書きにご指定の文字が入れられます。商品によ
りスペースが異なり、全ての文字を入れられないこともございます。ご了承ください。

11.		お中元 	マークの付いている商品は熨斗の表書きがお中元のみとなります。

summer gift pamphlet_260618.indd   3summer gift pamphlet_260618.indd   3 2026/06/18   15:492026/06/18   15:49



が
、
懸
念
さ
れ
る
悪
影
響
を
回
避
し
て
い

く
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
面
を
丁
寧
に
説
明
し

て
い
き
た
い
」と
話
し
た
。（
６
月
20
日
号
）

需
給
環
境
の
悪
化
に
よ
り
酪
農
家
の
手
取

り
に
影
響
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
な

ら
な
い
よ
う
負
担
を
お
願
い
す
る
わ
け
だ

ギ
ャ
ッ
プ
の
う
ち
、
約
15
万
ト
ン
と
半
分

程
度
し
か
対
応
出
来
て
い
な
い
。

こ
の
た
め
、
特
に
基
金
へ
の
拠
出
に

つ
い
て
は
「
令
和
８
年
10
月
か
ら
令
和

10
年
３
月
ま
で
」
の
期
間
を
緊
急
対
策

金
と
し
、
現
行
の
キ
ロ
15
銭
に
さ
ら
に

15
銭
追
加
（
生
産
者
は
計
キ
ロ
30
銭
に
）

拠
出
し
基
金
と
す
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
生
産
者
に
つ
い
て
は
、

キ
ロ
30
銭
の
拠
出
が
生
乳
需
給
安
定
ク

ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
主
要
な
酪
農

関
係
の
補
助
金
等
の
交
付
を
受
け
る
場
合

に
、
全
国
的
な
生
乳
需
給
安
定
の
た
め
の

取
り
組
み
に
対
し
て
拠
出
し
て
い
る
こ
と

等
を
要
件
と
す
る
措
置
）の
要
件
と
な
る
。

記
者
会
見
で
Ｊ
ミ
ル
ク
の
渡
辺
裕
一
郎

専
務
は「
今
の
状
況
を
放
置
し
て
い
く
と
、

Ｊ
ミ
ル
ク
は
現
在
、
ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
要
件
と
な
る
生
産
者
か
ら
キ

ロ
15
銭
の
拠
出
を
財
源
に
実
施
中
の
脱

脂
粉
乳
在
庫
削
減
対
策
（
酪
農
乳
業
需
給

変
動
対
策
特
別
事
業
＝
基
金
）に
つ
い
て
、

さ
ら
に
キ
ロ
15
銭
を
追
加
し
計
キ
ロ
30

銭
の
拠
出
を
求
め
る
。
令
和
８
年
10
月
か

ら
令
和
10
年
３
月
ま
で
の
１
年
半
、
緊
急

対
策
と
し
て
実
施
す
る
。
今
後
、
周
知
に

努
め
る
と
と
も
に
、
全
国
協
調
、
ま
た
は

各
地
域
で
の
入
口
・
出
口
対
策
を
合
わ
せ

て
進
め
、
脱
粉
の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
（
生
乳

換
算
約
30
万
ト
ン
）
の
解
消
を
図
る
。

現
行
基
金
は
、「
生
産
者
・
乳
業
者
と

も
キ
ロ
15
銭
（
乳
業
者
は
任
意
で
最
大

20
銭
）」
の
拠
出
で
事
業
を
運
用
し
て
い

る
一
方
、
現
在
の
基
金
規
模
で
は
需
給

生
産
者
・
乳
業
者
一
体
で
脱
粉
過
剰
在
庫
解
消
へ

30
銭
拠
出
が
ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
要
件
に

Ｊ
ミ
ル
ク
特
別
事
業
・
緊
急
対
策

ダイジェスト版

Ｊ
ミ
ル
ク
が
こ
の
ほ
ど
公
表
し
た
需

給
見
通
し
に
よ
る
と
、
令
和
８
年
度
の
全

国
の
生
乳
生
産
量
は
前
年
度
比
１
・
２
％

減
の
７
３
１
万
ト
ン
。
個
体
乳
量
増
加
等

を
背
景
に
、
１
月
の
見
通
し
よ
り
０
・
６

ポ
イ
ン
ト
上
方
修
正
し
た
が
、
依
然
前
年

度
を
下
回
る
予
測
。
一
方
、
牛
乳
消
費
量

は
前
年
を
下
回
り
、
依
然
低
調
に
推
移
す

る
見
通
し
（
表
参
照
）。
渡
辺
裕
一
郎
専

務
は
当
面
の
課
題
と
対
応
に
つ
い
て
「
引

き
続
き
需
要
拡
大
や
脱
粉
在
庫
対
策
を

は
じ
め
、
適
切
な
暑
熱
対
策
の
実
施
な
ど

需
要
期
に
お
け
る
対
応
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

生
乳
生
産
量
の
う
ち
、
北
海
道
は
０
・

６
％
減
の
４
２
７
万
７
千
ト
ン
で
、
年
内

は
概
ね
１
％
減
で
推
移
す
る
見
込
み
。
た

だ
し
、
夏
以
降
は
乳
用
雌
牛
の
２
歳
以
上

頭
数
が
令
和
７
年
度
実
績
ま
で
回
復
し

て
い
く
と
み
ら
れ
、
令
和
９
年
１
月
以
降

は
前
年
を
上
回
っ
て
推
移
す
る
見
通
し
。

生
乳
生
産
・
牛
乳
消
費
と
も
減
少
見
込
む

需
要
期
生
産
、
需
要
拡
大
の
取
り
組
み
必
要

Ｊ
ミ
ル
ク
需
給
見
通
し

牛　乳 加工乳 成分調整牛乳 乳飲料 はっ酵乳
前年比 前年比 前年比 前年比 前年比

4月 245 98.1% 11 98.0% 15 88.7% 81 98.2% 89 99.4%
5月 257 97.6% 11 98.1% 16 90.5% 84 98.6% 92 99.0%
6月 262 98.9% 11 97.0% 15 89.6% 83 98.2% 90 101.5%
7月 259 98.1% 11 96.7% 17 91.8% 88 95.3% 91 100.1%
8月 244 99.2% 11 98.2% 17 94.4% 91 99.6% 88 102.0%
9月 267 99.2% 11 97.9% 16 93.7% 87 99.0% 88 101.9%
10月 267 100.0% 12 99.6% 16 92.2% 86 98.7% 89 100.7%
11月 250 99.8% 13 98.6% 14 88.5% 74 98.8% 83 99.1%
12月 242 99.3% 13 97.9% 13 87.4% 72 98.3% 81 97.7%
1月 245 98.5% 13 98.9% 14 87.8% 73 98.1% 85 99.7%
2月 230 100.1% 11 98.1% 13 91.7% 66 97.7% 81 99.6%
3月 242 100.0% 12 98.3% 14 92.3% 76 98.7% 92 102.2%
上期 1,533 98.5% 67 97.7% 95 91.5% 514 98.1% 538 100.6%
下期 1,475 99.6% 73 98.6% 84 90.0% 447 98.4% 512 99.9%

年度計 3,008 99.1% 139 98.1% 179 90.8% 961 98.3% 1,049 100.3%

●令和8年度の牛乳等生産量（見通し）� （千 kℓ）
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者
の
防
疫
対
策
に
よ
り
、
同
年
12
月
26
日

の
事
例
を
最
後
に
、
国
内
で
の
発
生
は
報

告
さ
れ
て
な
い
。

当
時
は
家
畜
伝
染
病
予
防
法
上
、
ラ
ン

ピ
ー
ス
キ
ン
病
は
届
出
伝
染
病
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
ま
ん
延
防
止
対
策
な
ど
に
法
的

拘
束
力
が
な
く
、
疾
病
発
生
時
に
お
い
て

は
十
分
な
ま
ん
延
防
止
措
置
を
行
う
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
受

け
、
昨
年
７
月
に
政
令
を
施
行
。
１
年
限

り
の
時
限
措
置
と
し
て
、
法
定
伝
染
病
並

み
の
対
応
を
講
じ
る
こ
と
が
可
能
と
し
て

い
た
。

そ
し
て
今
回
の
改
正
・
施
行
に
よ
り
、

ラ
ン
ピ
ー
ス
キ
ン
病
を
法
定
伝
染
病
に
追

加
。
患
畜
（
ウ
イ
ル
ス
分
離
検
査
に
よ
り

９
％
減
の
３
０
０
万
８
千
キ
ロ
リ
ッ
ト

ル
で
、
前
回
見
通
し
よ
り
０
・
２
ポ
イ

ン
ト
下
方
修
正
。
そ
の
ほ
か
、
加
工

乳
、
成
分
調
整
牛
乳
、
乳
飲
料
は
減
少

す
る
が
、
は
っ
酵
乳
は
０
・
３
％
増
の

１
０
４
万
９
千
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
で
、
３

年
連
続
の
増
加
見
込
み
。 （
６
月
20
日
号
）

７
月
１
日
よ
り
、
ラ
ン
ピ
ー
ス
キ
ン
病

（lum
py skin disease

）
が
法
定
伝
染
病

へ
格
上
げ
さ
れ
た
。
５
月
19
日
に
公
布
さ

れ
た
改
正
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基
づ
く

も
の
。
こ
れ
に
よ
り
、
発
生
時
の
速
や
か

な
患
畜
等
の
隔
離
や
移
動
制
限
、
殺
処
分

な
ど
、
法
的
強
制
力
を
持
っ
た
総
合
的
な

対
応
が
可
能
と
な
っ
た
。
農
水
省
動
物
衛

生
課
は
「
早
期
発
見
・
対
応
が
、
拡
げ
な

い
た
め
の
一
番
の
カ
ギ
。
毎
日
の
観
察
で

少
し
で
も
違
和
感
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
獣

医
師
や
家
畜
保
健
衛
生
所
に
連
絡
し
て
ほ

し
い
」
と
し
て
い
る
。

ラ
ン
ピ
ー
ス
キ
ン
病
は
令
和
６
年
11
月

に
福
岡
県
で
初
め
て
確
認
さ
れ
、
以
降
、

熊
本
県
に
お
い
て
も
発
生
し
た
が
、
関
係

下
期
の
生
乳
生
産
は
ほ
ぼ
前
年
度
並
み

と
予
測
し
て
い
る
。

一
方
、
都
府
県
は
１
・
９
％
減
の

３
０
３
万
３
千
ト
ン
。
１
年
間
を
通
じ
て
2

歳
以
上
の
頭
数
が
前
年
を
下
回
る
予
測
か

ら
、
概
ね
１
〜
３
％
減
で
推
移
す
る
見
通
し
。

需
要
面
で
は
、
牛
乳
生
産
量
は
０
・

全酪新報
●�人が牛乳を必要とし、牛肉を必要とし、緑を必要とする限り、酪農は誇
り高い永久の仕事です。
●�明日へ向かって前進する酪農界の動きを全酪新報は正確に報道します。
時に怒りの声を、時に喜びの声を…幅広くお伝えします。
●�ご家族でご愛読いただける酪農専門紙です。
●�毎月１日、10日、20日発行、年間購読料は6,600 円（税込・送料込）です。
●�お支払（請求書到着後）は、郵便振替、銀行振込、クレジットカード決
済がご利用いただけます。
●�見本紙ご希望の方はお申し出下さい。無料です。
　（見本紙にバックナンバーは含まれません）

一般社団法人 全国酪農協会  電話　03（3370）7213  
 www.rakunou.org

全酪新報／
購読お申込
フォーム

は
な
い
。

発
生
農
場
に
お
け
る
ま
ん
延
防
止
措
置

に
つ
い
て
も
整
理
（
表
参
照
）、
生
産
者

に
お
い
て
は
、
患
畜
等
の
速
や
か
な
隔
離

や
、
家
畜
防
疫
員
の
指
示
を
受
け
て
の
牛

舎
等
の
消
毒
な
ど
を
義
務
付
け
て
い
る
。

 

（
７
月
10
日
号
）

ウ
イ
ル
ス
が
分
離
さ
れ
た
牛
）、
疑
似
患

畜
（
遺
伝
子
検
出
検
査
で
陽
性
と
な
っ
た

牛
）
が
都
道
府
県
知
事
の
判
断
で
殺
処
分

で
き
る
こ
と
や
、
殺
処
分
し
た
死
体
の
焼

却
等
を
義
務
付
け
た
。
殺
処
分
に
あ
た
っ

て
は
、
患
畜
に
は
評
価
額
の
３
分
の
１
、

疑
似
患
畜
に
は
評
価
額
の
５
分
の
４
が
手

当
金
と
し
て
交
付
さ
れ
る
。

家
畜
の
所
有
者
等
に
対
し
て
は
、
ラ
ン

ピ
ー
ス
キ
ン
病
を
疑
う
症
状
を
呈
し
て

い
る
牛
の
発
見
時
、
獣
医
師
や
管
内
の
家

保
へ
早
期
に
通
報
す
る
よ
う
求
め
て
い

る
。
現
場
で
対
応
す
べ
き
内
容
に
つ
い
て

は
、
従
来
の
必
要
な
対
応
と
大
き
な
変
更

ラ
ン
ピ
ー
ス
キ
ン
病
、
法
定
伝
染
病
に
格
上
げ

7
月
よ
り
法
的
強
制
力
持
つ
対
応
可
能
に

改
正
家
畜
伝
染
病
予
防
法
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7月10日発表
米国農務省
トウモロコシ
需給予想

25/26年産 26/27年産

作付面積（百万エーカー） 98.8 95.3

単　　収（ブッシェル/エーカー） 186.5 183.0

生 産 量（ブッシェル） 186億 180億4,500万

需 要 量（ブッシェル） 165億8,000万 162億5,500万

期末在庫（ブッシェル） 20億2,000万 17億9,000万

在 庫 率 12.18% 11.01%

トウモロコシ
相場動向

25/26年産は、供給量は据え置きとなった一方、飼料需要の増加により期末在庫は前月から減少した。26/27年産については、
25/26年産の需要量修正に伴う期首在庫の減少に加え、輸出需要の増加を背景に、期末在庫は前月から減少した。世界需給は、
アルゼンチンの生産量が上方修正された一方、EUの生産量は下方修正され、期末在庫も減少した。今後は米国中西部の高温・
乾燥やロシアによる黒海航路の動向が注目されるものの、米国では降雨も予報されていることから、天候リスクは現時点で限定
的とみられる。当面は需給の引き締まりを背景に相場は底堅く推移するものの、上値も限定的な展開が続く見通しである。	

大豆粕
相場動向

25/26年産は、供給量は据え置きとなった一方、輸出需要の増加により期末在庫は前月から減少した。26/27年産について
は、作付面積の上方修正に伴い生産量は増加したものの、25/26年産の需給修正に伴う期首在庫の減少に加え、輸出需要の
増加が相殺し、期末在庫は前月比据え置きとなった。世界の大豆期末在庫は市場予想を下回り、中国向け輸出も堅調である
ことから、相場を支える要因となっている。今後は米国の天候が焦点となるが、現時点では、シカゴ定期は堅調に推移して
おり、為替円安の影響も重なり大豆粕価格は前期比対比で大幅な値上げとなっている。	 	 	 	

糟糠類

【一般フスマ】　小麦粉の輸出停滞に伴うふすま発生量の減少に加え、歩留まりの低下も重なり、需給は引き締まっている。
当面は供給不足が続く見込みであり、受渡についても厳しい状況が継続すると見込まれる。	

【グルテンフィード】　グルテンフィ－ド～輸入品も一定量入船しており、国産在庫も潤沢であることから、直近の受渡に大
きな支障はない見込みである。今後の配合割合の動向には注視が必要であるものの、足元の在庫水準を踏まえると、当面は
安定した供給が継続すると見込まれる。		 	 	

海上運賃
7月に入り一時横ばいで推移したものの、その後は反発し、強含みで推移している。ホルムズ海峡の通航量は徐々に回復して
いる一方、イラン情勢を背景とした原油価格の上昇によりバンカー価格は再び上昇した。また、中国における石炭輸入の増
加期待や大豆買付を背景にパナマックス傭船料も堅調に推移しており、海上運賃を下支えしている。	 	

米国産トウモロコシ生産量と期末在庫の推移
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輸入粗飼料の情勢 令和8年7月

海運情勢

シンガポールや釜山などの主要積替港ではコンテナ滞留や港湾の混雑が継続しており、アジア域内の海上輸送環境は依然として不安定な状況が続いています。特に釜
山港では、コンテナ滞留の影響により接続船への積み替えに時間を要しており、スケジュール遅延やリードタイムの長期化が常態化しています。こうした状況を受け、
一部船社では臨時船の投入など、輸送遅延の改善に向けた対応が進められています。ホルムズ海峡の通航は、中東情勢において緊張緩和に向けた動きが見られたため
徐々に正常化しつつあります。しかしながら、安全対策、海上輸送保険料の設定や通航関連費用などは依然として不透明感が残っており、今後も海上輸送コストへの
影響には注意が必要な状況となっています。国内では、那覇港において貨物の集中や台風７号の影響により一時休止されていたONE社の空コンテナ返却受入が、6月
29日より再開されました。一方で、国内の港湾混雑や内航船遅延による影響は継続しており、海上輸送スケジュールには引き続き注意が必要な状況となっています。
総じて、海上輸送を取り巻く環境に大きな改善は見られず、港湾混雑や地政学的リスクを背景として、輸送コストの上昇やリードタイムの長期化が継続しています。

米国産
ビートパルプ

25年産の米国産ビートパルプは、米国内向けに加え、ヨーロッパ、メキシコ、日本など輸出向け需要が非常に旺盛となっています。一方で、生産量は前年を下回っていたこ
とから、産地では既に完売となっており、追加買付けが困難な状況になっております。米国内では、酪農・畜産用途に加え、犬や馬向け等のペットフード需要も拡大してお
り、需給は一段と引き締まっています。このような背景から、25年産の価格は24年産を上回る水準で推移しています。また、エジプト産をはじめとする他産地のビートパ
ルプも価格が上昇していることから、米国産ビートパルプペレット相場は引き続き底堅い展開となっています。一方、産地では26年産ビート（甜菜）の作付けが終了してい
ます。ビートパルプペレットの本格的な生産は秋以降となる見込みですが、25年産が完売している影響から、米国内向け、ヨーロッパ向けともに26年産の早期契約が進み
始めています。さらに、牧草やその他の飼料副産物価格も上昇基調にあることから、26年産ビートパルプペレットの価格は既に25年産を上回る高値で提示されており、今
後も強含みで推移する可能性があります。今後の生産状況や需給動向によっては、さらなる価格上昇も懸念されるため、引き続き産地動向を注視する必要があります。

アルファルファ

【PNW（ワシントン州・オレゴン州）】　ワシントン州コロンビアベースンでは、26年産アルファルファの１番刈りが終了しました。収穫期間中に数回の降雨が
あった影響により、全体の約30～ 40％の圃場で雨当たりや降雨を避けるための刈り遅れが発生しました。一方で、輸出向けの品質は概ね平年並みを維持してい
ます。今年は米国全域が干ばつの影響により粗飼料が不足しており、米国内向けでアルファルファの引き合いが強まっていることから、産地価格は前年を上回る
水準で推移しています。現在は2番刈りの収穫が順次開始されていますが、７月上旬は気温の低下が予想されており、生育および収穫は例年よりやや遅れる見込
みです。オレゴン州クラマスフォールズでは、26年産１番刈りが間もなく終了する見込みです。大きな降雨被害は確認されておらず、品質は概ね良好な状況と
なっています。しかしながら、ワシントン州と同様に、干ばつを背景とした米国全域からの旺盛な需要があり、産地価格は前年を上回る水準で推移しています。

【PSW（カリフォルニア州）】　カリフォルニア州南部インペリアルバレー
のアルファルファは4番刈りまで概ね終了し、5番刈りの収穫も始まってい
ます。今シーズンは生育が順調で、品質は総じて良好です。一方、今後は
気温の上昇に伴い成分値の低下が見込まれ、低級品の発生が増加すると予
想されています。6月15日時点の作付面積は157,332エーカーと、前年同
期比108％まで拡大しています。需要面では、米国全域の干ばつによる供
給不足を背景に、例年は需要が限定的な低級品についても米国内からの堅
調な引き合いが続いています。さらに、中東や中国向けの輸出需要も旺盛
であることから、輸出向け価格は前年を上回る水準で推移する見込みです。
国内外ともに需要が強く、2026年産アルファルファ相場は引き続き高値基
調で推移するとみられ、今後の作柄や需給動向に注目が集まっています。

米国産
チモシー

ワシントン州では、26年産チモシーの１番刈りが概ね終了しました。前年と比べて作付面積が増加し
たことから、全体の供給量は前年を上回る見込みです。過去2年間は収穫期の天候に恵まれ、上級品
を中心とした収穫となりましたが、今年は収穫期間中の天候が不安定だったため、幅広いグレードの
チモシーが発生しています。特に、馬向けとなる最上級グレードの発生量は前年を下回る見込みであ
ることから、酪農向け上級品への引き合いが強まっています。一方で、#1～ #2グレードを中心とし
た低級品は発生量が増加する見込みであり、グレード間で需給に差が生じるとみられます。

カナダ産
チモシー

【レスブリッジ】　５月は降水量が少なかったものの、その後は適度な降雨に恵まれたことから、チモシーの生育は概ね順調に推移してい
ます。１番刈りは例年並みの時期に開始される見込みで、現時点では収量・品質ともに良好な見通しです。

【クレモナ】　５月は記録的な少雨となり、地域全体で深刻な水分不足が続いています。その影響から、チモシーの生育は平年より遅れており、干ばつによるスト
レスも確認され始めています。地域によって生育状況にはばらつきがあり、特に北部では乾燥の影響が大きく、一部の圃場では生育不良も確認されています。

スーダングラス

主産地であるカリフォルニア州南部インペリアルバレーでは、26年産スーダングラスの１番刈りが終盤を迎えており、収穫の中心はスタンダードカ
ラーの上中級品となっています。まもなく２番刈りの収穫が開始される見込みですが、前号でもお伝えしたとおり、中東情勢の悪化に伴う燃料費・
肥料費の高騰に加え、産地価格の低迷や日本向け需要の減少を背景に、２番刈りまで収穫を行う圃場は限定的になる見込みです。産地価格は現時点
でまだ形成されておらず、前年から大きな変動はないとの見方が示されています。一方で、生産コストの上昇により生産農家の経営環境は依然とし
て厳しく、生産農家からは価格の引き上げを求める声が強まっています。６月15日時点の作付面積は21,299エーカーで、前年同期比86％となって
います。作付面積の減少に加え、２番刈りまで収穫を行う圃場も限られる見通しであることから、今後の生産量や需給動向が注目されます。

クレイングラス

クレインは全酪連の登録商標です。
主産地であるカリフォルニア州南部インペリアルバレーでは、26年産クレイングラスの1番刈りが終了しました。既に2番刈りも開始されており、今の
ところ品質は良好です。6月15日時点における作付面積は24,828エーカーで、前年同期比108％となっています。需要面では、日本向け需要が堅調に
推移しています。これまで旺盛な買い付けを行ってきた韓国向け需要にはやや一服感が見られるものの、相対的に価格競争力の高いクレイングラスに対
する需要は引き続き堅調に推移する見通しです。一方、今年はDIP（休耕地政策、以下DIP）へ参加する圃場が前年より長期間にわたりDIPへ移行する
圃場が増えると予想されています。その影響により、市場向けの供給量は前年を下回る見込みであり、今後の需給動向が注目されます。

ストロー類
ワシントン州では、26年産ライグラスストローの収穫が７月下旬頃から開始される予定です。産地在庫は韓国からの旺盛な需要を背景に低
水準で推移しています。6月よりスペイン産粗飼料が韓国向け輸出再開されたものの、安価な繊維源として米国産ストローに対する需要は
依然として底堅い状況です。現地在庫が少ないなかで新穀の買付が開始されるため、市場価格は引き続き底堅く推移する見通しです。

豪州産
オーツヘイ・
ウィートストロー

生産地では26年産に向けた播種が６月に完了しました。播種前後の４月に各地域で降雨があり、５月末にも降
雨に恵まれたことから、土壌水分は十分に確保されており、現時点では理想的な生育状況となっています。一
方、海洋表面水温の変化を踏まえ、オーストラリア気象局は今後エルニーニョ現象が発生する可能性があると予
想しています。エルニーニョが発生した場合、豪州東部では干ばつや農作物の生育不良が懸念されることから、
今後の気象動向を注視する必要があります。需要面では、日本、韓国、中国など輸出向けは、年始の旺盛な需
要からやや落ち着きを見せています。これは、北米で26年産乾牧草の収穫が始まったことに加え、韓国向け欧
州産粗飼料の輸出再開や、日本を含む各国で秋播き自給飼料の収穫が開始されたことが背景にあります。

総括
米国では産地や品目によって需給に差が見られるものの、干ばつの影響により米国内での粗飼料の引き合いが強くなっており、
価格は堅調に推移しています。一方、豪州では２６年産の生育は順調に進んでいるものの、今後はエルニーニョ現象による気象
リスクが懸念されています。今後も米豪両産地の生育状況や需給動向が産地相場を大きく左右するとみられます。

※粗飼料情勢の全文は弊会ホームページに掲載しています。

アメリカ合衆国の干ばつモニター 
（色が濃いほど乾燥度合いが強い） 

2025年時と2026年時の比較 
出典：U.S. Drought Monitor

▲� 26年６月下旬撮影
　 �コロンビアベースン

のアルファルファ２
番刈りの圃場

▲ �26年６月下旬撮影 
エレンズバーグの
チモシー１番刈り
の収穫後

オーストラリア
における降水量
分布図（2026年
１月～６月）
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■令和８年８月１日付異動発令

総務部

仙台支所

仙台支所

東京支所

大阪支所

大阪支所

大阪支所

福岡支所

北福岡工場

購買生産指導部付出向

総務・広報課長代理　　　　

総務課長 兼 指導組織課長代理

購買畜産課長

購買畜産課長

次長 兼 指導組織課長 兼 酪農課長

購買畜産課長

業務課長代理

次長 兼 指導組織課長 兼 酪農課長

総務課長

㈱日本ミルクリプレイサー 工場長代理

大阪支所

酪農部

東京支所

大阪支所

福岡支所

仙台支所

札幌支所

総務部

購買生産指導部付出向

仙台支所

酪農課長

酪農企画課

購買畜産課長

購買畜産課長

次長 兼 指導組織課長 兼 酪農課長

購買畜産課長

購買推進課

総務・広報課長

全国酪農飼料㈱ 鳥栖工場 兼 九州支店

次長 兼 総務課長 兼 指導組織課長 兼 酪農課長

鈴 木 悠 夏

朴  眩 鳳

木 戸 康 成

瀧 本 慎 也

髙 橋 信 一

鈴 木 孝 明

吉 永 顕 子

松 本 千 穂

長谷川 和典

中 嶋  仁

■令和８年８月１日付昇進発令

総務部

福岡支所

人事室 課長代理

酪農課長代理 兼 指導組織課

総務部

福岡支所

人事室

指導組織課 兼 酪農課

河野 とも江

馬 場 祐 生

■令和８年８月１日付兼務発令

総務部長 兼 総務・広報課長

仙台支所長 兼 指導組織課長 兼 酪農課長

総務部長

仙台支所長

飯 島 洋 一

渡 邉 和 典

■令和８年８月１日付兼務解除発令

大阪支所長

北福岡工場 次長

大阪支所長 兼 指導組織課長

北福岡工場 次長 兼 総務課長

蒲 田 泰 介

松 本  悟

新 旧 氏　名

人
事
異
動

今般の人事異動について、次のとおりお知らせします。
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INFORMATION

令和８年８月 1 日現在乳牛産地情報乳牛産地情報
価格状況　　……強含み　　……やや強含み　　……横這い　　……やや弱含み　　……弱含み

北海道北海道

札 幌 支 所　TEL 011-241-0765
釧 路 事 務 所　TEL 0154-52-1232
根室駐在員事務所　TEL 01537-6-1877
帯 広 事 務 所　TEL 0155-37-6051
道 北 事 務 所　TEL 01654-2-2368

令和８年8月10日発行（毎月1回10日発行）

全酪連会報　8月号　No.731
●編集・発行人　飯島洋一
●発行  全国酪農業協同組合連合会
　　  　�〒151-0053  東京都渋谷区代々木一丁目37番２号 酪農会館
　　 　 TEL 03-5931-8003　https://www.zenrakuren.or.jp/

●会報に関するご意見・ご要望等があれば、
　�以下のアドレスにメールをいただければ幸いです。
　�shidoukikaku@zenrakuren.or.jp

今月の表紙は「第
16回酪農いきいき
フォトコンテスト」
に応募いただいき
特選に選ばれた作
品「 こ こ は 美 術
館!?」（岡山県 筒井
智子氏 撮影）です。

事　務　所 畜　種 相場（万円）価格状況 管　　内　　状　　況

札幌管内

育成牛（10-12月令） 25〜35 札幌管内における7月中旬までの生乳生産量の前年比は、函館管内が月計94.2％、累計
94.1％、苫小牧管内が月計96.3％、累計95.1％となっております。8月に出回る初妊牛は、
10月下旬から11月中旬に分娩予定の牛が中心となります。出回り資源が豊富である一
方、道内外から一定の需要が見込まれることから、相場は横ばいで推移する見込みです。
腹別では、雌雄選別腹、F1腹ともに潤沢な資源を確保できる状況です。高能力・高成績牛
を多く取り扱う地域であるため、相場が落ち着いているこの時期の導入をおすすめいた
します。

初　妊　牛 53〜63

経　産　牛 45〜55

釧路管内

育成牛（10-12月令） 25〜35 根釧管内における7月中旬までの生乳生産量の前年比は、釧路管内が月計98.9％、累計98.4％、中標津管
内が月計99.6％、累計98.9％となっております。8月に出回る初妊牛は、10月下旬から11月中旬に分
娩予定の牛が中心となります。暑熱による輸送リスクを避けるため、導入意欲は低い状況にあるものの、
暑さが落ち着く秋に分娩を迎える牛の出回りとなることから、相場は横ばいで推移する見込みです。腹別
では、F1腹、和牛受精卵移植腹、雌雄選別腹のいずれも、価格はやや堅調に推移する見込みです。経産牛
については、即戦力となる牛が先月に引き続き高値で推移する見込みです。育成牛については、夏生まれ
の牛の出回りが増加しますが、道内外からの需要が強いことから、相場は横ばいで推移する見込みです。

初　妊　牛 53〜63

経　産　牛 45〜55

帯広管内

育成牛（10-12月令） 30〜40 帯広管内における7月中旬までの生乳生産量の前年比は、月計99.5％、累計98.6％となっております。
8月に出回る初妊牛は、10月下旬から11月中旬に分娩予定の牛が中心となります。例年と比較して導
入需要が見込まれることから、相場は横ばいで推移する見込みです。腹別では、F1腹の出回りが多い
一方、雌雄選別腹は少ない傾向にあります。経産牛については、即戦力となる牛に対して道内からの引
き合いが見込まれます。暑熱による輸送リスクを懸念した買い控えも考えられますが、相場は当面、横
ばいで推移する見込みです。育成牛については、夏分娩となる月齢の牛が中心となりますが、後継牛資
源としての需要は引き続き強いと予想されることから、相場は横ばいで推移する見込みです。

初　妊　牛 53〜63

経　産　牛 50〜60

道北管内

育成牛（10-12月令） 25〜35 道北管内における7月中旬までの生乳生産量の前年比は、稚内管内が月計97.6％、累計98.7％、北見
管内が月計101.0％、累計99.9％となっております。8月に出回る初妊牛は、10月下旬から11月中
旬に分娩予定の牛が中心となります。一定の需要は見込まれるものの、夏の暑さによる影響もあるこ
とから、相場はやや弱含みで推移する見込みです。腹別では、雌雄選別腹とF1腹が同程度の出回りに
なると見込まれます。経産牛については、即戦力となることから道内での引き合いはあるものの、暑熱
による輸送リスクもあるため、相場はやや弱含みで推移する見込みです。育成牛については、夏分娩と
なる月齢の牛が多いことから、管内の需要は落ち着き、相場はやや弱含みで推移する見込みです。

初　妊　牛 45〜55

経　産　牛 30〜40

道内総括

育成牛（10-12月令） 30〜40 道内全体における7月中旬までの生乳生産量の前年比は、月計99.2％、累計98.6％となっております。
8月に出回る初妊牛は、10月下旬から11月中旬に分娩予定の牛が中心となります。道内の資源は比較
的潤沢で、出回りが増える時期を迎えております。暑さが厳しくなることから、暑熱や輸送ストレスによ
るリスクを避けるために導入を控える動きもある一方、道内を中心に一定の導入需要が見込まれるた
め、相場は横ばいからやや弱含みで推移する見込みです。経産牛についても、即戦力となり得る産次数の
少ない牛は特に引き合いが強く、相場は横ばいで推移する見込みです。酷暑が続く時期となりますので、
牛の暑熱対策はもちろんのこと、皆様におかれましても、くれぐれも体調にお気を付けください。

初　妊　牛 53〜63

経　産　牛 45〜55
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お詫びと訂正
　本紙７月号（No.730）20 ページ「酪政連活動報告」4 月 22 日の写真について、
左側および中央の写真のキャプションが入れ替わっておりました。謹んで
お詫び申し上げますとともに、訂正いたします。
＜誤＞　左：酪政会 森英介会長　　　　 中央：森山裕 衆議院議員→

＜正＞　左：森山裕 衆議院議員　　　 　中央：酪政会 森英介会長

▲ �森山裕
　 衆議院議員

▲ 酪政会
　 �森英介
　 会長



※この作品は本会と全国酪農青年女性会議共催の「第52回らくのうこどもギャラリー」
で全国209点の応募作品から入賞12点に選ばれたものです。 主催　全国酪農青年女性会議

今月の入賞作品は…
内灘町立内灘中学校 3年 （中部）の堀皐月さんの作品です。
牛さんのお顔をじっくりと観察して、リアルさを追求した作品です。絵の
具のかすれ具合で毛並みの柔らかさを表現したり、精巧な目の描写に対し
て意図的な文字のぼかしを施したり、大人顔負けの技術力で素晴らしい作
品です。歴代トップクラスの完成度です。　

興味津 （々きょうみしんしん）
内灘町立内灘中学校 3年 （中部）　堀皐月
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